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平
成
二
十
四
年
度
版
の
中
学
国
語
教
科
書
『
伝
え
合
う
言
葉　

中
学
国
語
』

が
完
成
し
ま
し
た
。
本
誌
で
は
、
教
科
書
の
紙
面
を
掲
載
し
な
が
ら
、
改
訂
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

︻
表
紙
絵
︼

　

東
ひ
が
し

山や
ま

魁か
い

夷い　

一
九
〇
八
年
―
一
九
九
九
年
。
神
奈
川
県
横
浜
市
生
ま
れ
。
画
家
、

著
述
家
。
二
十
世
紀
を
代
表
す
る
日
本
画
家
の
一
人
。
皇
居
新
宮
殿
の
大
壁

画
や
唐
招
提
寺
御
影
堂
の
障
壁
画
な
ど
も
手
が
け
た
。代
表
作
品
は
「
残
照
」

（
一
九
四
七
年
第
三
回
日
展
特
選
）、「
道
」「
白
馬
の
森
」
な
ど
が
あ
る
。

■
さ
と
う
　
ま
み
　
一
九
八
二
年
宮
城
県
生
ま
れ
。	

　

走
り
幅
跳
び
選
手
。
早
稲
田
大
学
在
学
中
に
骨
肉

腫
の
た
め
右
足
膝
下
を
切
断
、
義
足
の
生
活
に
。
そ

の
後
、
競
技
生
活
を
開
始
し
、
日
本
代
表
と
し
て
、

ア
テ
ネ
と
北
京
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
。
ア
テ

ネ
で
は
九
位
、
北
京
で
は
六
位
に
入
賞
。
著
書
に

『
ラ
ッ
キ
ー
ガ
ー
ル
』『
夢
を
跳
ぶ
』	

が
あ
る
。	

　

平
成
二
十
四
年
度
版
中
学
国
語
教
科
書
『
伝
え
合

う
言
葉　

中
学
国
語
２
』
に
書
き
お
ろ
し
の
読
書
教

材
、『
夢
を
跳
ぶ
』
を
掲
載
。

＊
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

佐
藤
真
海
先
生
の
サ
イ
ン
入
り
の
著
書
を
三
名
の

か
た
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。
応
募
方
法
は
、

三
十
一
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

巻
頭
メ
ッ
セ
ー
ジ

佐
藤
　
真
海
（
走
り
幅
跳
び
選
手
）

平
成
二
十
四
年
度
版
中
学
国
語
教
科
書
の
紹
介

第３学年　表紙「白樺の丘」

第１学年　表紙「若葉の径」

第２学年　表紙「秋径」

特
集



−4−−5−

第
一
学
年
の
目
次
①

第
一
学
年
の
目
次
②

「
読
む
こ
と
」
と
他
領
域
と
の
関
連

　
「
読
む
こ
と
」
の
教
材
と
他
領
域
の
教
材
と
を
関
連
さ
せ
て
学
習
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

改
定
さ
れ
た
「
常
用
漢
字
表
」
に
対
応

　

私
た
ち
は
実
生
活
の
中
で
、
新
聞
や
書
籍
な
ど
を
読
み
、
文
章
を
と
お
し
て

語
彙
を
拡
充
し
た
り
漢
字
を
覚
え
た
り
し
ま
す
。「
実
生
活
に
生
き
て
は
た
ら
く

国
語
の
力
」
と
い
う
観
点
か
ら
、「
読
む
こ
と
」
の
教
材
の
中
で
漢
字
学
習
を
行

え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
改
定
さ
れ
た
「
常
用
漢
字
表
」
に
全
て
の
教
材
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

「
読
解
力
」
が
高
ま
る
「
読
む
こ
と
」
の
教
材
配
列

　

新
学
習
指
導
要
領
の
「
読
む
こ
と
」
の
指
導
事
項
は
、「
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
型
読
解

力
」
の
プ
ロ
セ
ス
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
新
版
教
科
書
で

は
「
読
む
こ
と
」
の
活
動
の
プ
ロ
セ
ス
を
意
識
し
て
、「
読
む
こ
と
」
の
教
材

を
配
置
し
ま
し
た
。
目
次
に
沿
っ
て
「
読
む
こ
と
」
の
学
習
を
進
め
る
こ
と
で
、

各
プ
ロ
セ
ス
に
必
要
と
さ
れ
る
知
識
・
技
能
が
身
に
つ
き
ま
す
（
左
参
照
）。

■
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
型
読
解
力
の
プ
ロ
セ
ス�
三
学
期
制　

二
学
期
制

　
「
情
報
の
取
り
出
し
」

　

・
作
品
に
書
か
れ
て
い
る
情
報
を
正
確
に
取
り
出
す
。

　
　
　
　

↓

　
「
内
容
の
解
釈
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

・
情
報
の
も
つ
意
味
を
推
論
し
た
り
理
解
し
た
り
す
る
。

　
　
　
　

↓

　
「
熟
考
・
評
価
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

　

・
作
品
の
構
成
や
展
開
、
描
か
れ
方
に
つ
い
て
、
自
分
の

　
　

考
え
を
述
べ
る
。

　

・
作
品
の
内
容
に
つ
い
て
、
自
分
の
知
識
や
体
験
と
関
連

　
　

づ
け
て
考
え
を
述
べ
る
。

教
科
書
の
全
体
構
成�

読
解
力
が
高
ま
る
よ
う
に
教
材
の
配
列
を
工
夫
し
ま
し
た
。

特
集
平
成
二
十
四
年
度
版
中
学
国
語
教
科
書
の
紹
介

③ ②

②

①

①

■
領
域
関
連
の
例

　
「
読
む
こ
と
」
と
表
現
領
域
と
の
関
連

　

・「
読
む
こ
と
」
の
「
学
習
の
手
引
き
」
の
中
で
、
適
宜
、「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ

と
」「
書
く
こ
と
」
の
教
材
と
の
関
連
に
つ
い
て
ふ
れ
ま
し
た
。

　
「
読
む
こ
と
」
と
文
法
教
材
と
の
関
連

　

・「
読
む
こ
と
」
の
教
材
間
に
あ
る
文
法
コ
ラ
ム
で
、
言
葉
に
対
す
る
興
味
・
関	

心
を
ひ
き
出
し
、
巻
末
の
文
法
本
教
材
で
系
統
的
な
学
習
を
行
い
ま
す
。

3

【
伝
統
文
化
】
百
年
後
、
千
年
後
の
友
人
で
あ
る
あ
な
た
へ

【
伝
統
文
化
】（
川
柳
／
東
海
道
中
膝
栗
毛
） .............................................. 

66

【
伝
統
文
化
】
物
語
の
始
ま
り
（
竹
取
物
語
） ....................................... 

72

【
伝
統
文
化
】
中
国
の
名
言
（
故
事
成
語
） ........................................... 

80

　
　言
葉
の
き
ま
り
の
学
習
②

　文
の
成
分 ............................................ 

83

【
読
み
比
べ
・
構
成
と
表
現
】

　
　
　
　笑
顔
と
い
う
魔
法 .................................... 

池
谷
裕
二

　84

　
　
　
　自
分
の
頭
で
考
え
る
？ ............................ 

野
矢
茂
樹

　90

【
メ
デ
ィ
ア
と
表
現
】
写
真
と
言
葉
が
生
み
出
す
世
界 ...................... 

100

【
多
様
な
表
現
】
三
好
達
治
の
詩

【
多
様
な
表
現
】（
雪
／
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
／
信
号
） ....................... 

三
好
達
治

　108

【
も
の
の
見
方
】
少
年
の
日
の
思
い
出

【
も
の
の
見
方
】 

ヘ
ル
マ
ン=

ヘ
ッ
セ
／
高
橋
健
二  

訳

　110

　
　言
葉
の
き
ま
り
の
学
習
③

　単
語
の
い
ろ
い
ろ ................................... 

123

【
も
の
の
見
方
】
言
葉
が
つ
な
ぐ
世
界
遺
産 .................... 

橋
本
典
明

　124

　
　漢
字
の
広
場
③

　菊
は
昔
の
輸
入
品

　漢
字
の
音
と
訓 ........................... 

135

【
言
葉
と
仕
事
】
言
葉
の
上
達
は
競
技
を
上
達
さ
せ
る ... 

平
井
伯
昌

　136

【
読
書
】
蜘
蛛
の
糸 ................................................... 

芥
川
龍
之
介

　138

5

【
言
葉
の
研
究
室
③
】
熟
語
の
構
成 ................................................... 

202

【
言
葉
の
き
ま
り
①
】
言
葉
の
単
位 ................................................... 

204

【
言
葉
の
き
ま
り
②
】
文
の
成
分 ....................................................... 

207

【
言
葉
の
き
ま
り
③
】
単
語
の
い
ろ
い
ろ ........................................... 

214

【
漢
字
１
】
関
連
さ
せ
て
覚
え
よ
う

　練
習
問
題 ..................................... 

220

【
漢
字
２
】
小
学
校
六
年
で
学
習
し
た
漢
字 ................................... 

224

【
折
込
】
一
年
で
学
習
し
た
漢
字

  

付

　録

　

 

言
葉
の
と
び
ら

補
充
教
材
集

　ふ
し
ぎ

 
…
…
…
…
…
…
…
…
金
子
み
す
ゞ 

228

　花
の
詩
画
集

 
…
…
…
…
…
…
…
星
野
富
弘 

230

　デ
ュ
ー
ク

 
…
…
…
…
…
…
…
…
江
國
香
織 

232

　風
少
年

 
…
…
…
…
…
…
…
…
小
檜
山

　博 

237

　新
し
い
世
界
を
つ
く
る
言
葉

 
…
池
上
嘉
彦 

244

　銀
の
し
ず
く
降
る
降
る

 
…
…
…
藤
本
英
夫 

246

　蓬
萊
の
玉
の
枝
と
に
せ
の
苦
心
談

 
…
田
辺
聖
子 

256

　ト
ロ
ッ
コ

 
…
…
…
…
…
…
…
芥
川
龍
之
介 

260

常
用
漢
字
表

 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
266

一
年
で
読
み
を
学
習
し
た
漢
字
・
語

 
…
…
…
279

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
コ
ラ
ム

　１

　十
二
支
と
月
の
呼
び
方

 
…
…
…
…
…
280

　２

　故
事
成
語
と
名
句
・
名
言

 
…
…
…
…
281

　３

　一
年
生
の
た
め
の
読
書
案
内

 
…
…
…
282

　４

　メ
モ
の
取
り
方

 
…
…
…
…
…
…
…
…
284

　５

　国
語
辞
典
と
漢
和
辞
典

 
…
…
…
…
…
285

　６

　本
の
構
造

 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
286

　７

　現
代
の
文
字

 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
287

　８

　ロ
ー
マ
字

 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
288

　９

　ア
イ
デ
ィ
ア
の
出
し
方

 
…
…
…
…
…
290

　10

　表
現
テ
ー
マ
例
集

 
…
…
…
…
…
…
…
291

　11

　発
表
を
工
夫
す
る

 
…
…
…
…
…
…
…
292

　12

　話
し
合
い
の
仕
方

 
…
…
…
…
…
…
…
293

　13

　原
稿
用
紙
の
使
い
方
と
推
敲

 
…
…
…
294

　14

　さ
ま
ざ
ま
な
案
内
や
報
告

 
…
…
…
…
296

　15

　使
っ
て
み
た
い
表
現
カ
タ
ロ
グ

 
…
…
297

　16

　文
章
を
書
く
と
き
の
注
意
点

 
…
…
…
298

　17

　情
報
を
整
理
・
分
析
し
よ
う

 
…
…
…
299

　18

　ウ
ェ
ブ
ニ
ュ
ー
ス
を
読
む

 
…
…
…
…
300

　19

　瞬
間
を
切
り
取
る

 
…
…
…
…
…
…
…
301

学
習
語
句
一
覧
表

 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
303

索
引

 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
304

【
折
込
】
小
倉
百
人
一
首

2

【
言
葉
】
わ
た
し
の
中
に
も .......................................... 

新
川
和
江

　10

【
語
句
の
意
味
】
私
の
好
き
な
春
の
言
葉 ........................

 
俵

　万
智

　12

　
　言
葉
の
き
ま
り
の
学
習
①

　言
葉
の
単
位
・
文
節 ................................... 

15

【
事
実
と
意
見
】
花
の
形
に
秘
め
ら
れ
た
ふ
し
ぎ ............ 

中
村
匡
男

　16

　
　漢
字
の
広
場
①

　糸
は
何
画
？

　画
数
と
活
字
の
字
体 ............................ 

25

【
展
開
と
描
写
】
暗
や
み
の
向
こ
う
側 ............................ 

今
江
祥
智

　26

【
読
書
】
ベ
ン
チ 

ハ
ン
ス=

ペ
ー
タ
ー=

リ
ヒ
タ
ー
／
上
田
真
而
子  

訳

　36

【
場
面
と
人
物
】
河
童
と
蛙 ............................................ 

草
野
心
平

　46

【
構
成
と
表
現
】
オ
ツ
ベ
ル
と
象 ..................................... 

宮
沢
賢
治

　50

　
　漢
字
の
広
場
②

　間
は
門
の
仲
間

　聞
は
耳
の
仲
間

　漢
字
の
部
首 ........... 

65

言
葉
と
は
何
か ..............................

加
藤
周
一

身
に
つ
け
た
い
言
葉
の
力 .............................................................. 

6

国
語
学
習
の
進
め
方 ..................................................................... 

7

こ
の
教
科
書
を
使
う
に
あ
た
っ
て .................................................... 

8

学
習
の
ね
ら
い
／
学
習
記
録
シ
ー
ト ............................................. 

折
込

伝
え
合
う
言
葉 

中
学
国
語
１

読
む
こ
と

4

伝
統
文
化
と

言
語

【
聞
く
】
聞
き
方
入
門 ................................................................... 

146

【
話
す
】
事
実
と
意
見
を
区
別
し
て
話
す ...................................... 

150

【
話
し
合
う
】
意
図
を
正
確
に
伝
え
る
に
は .................................... 

154

【
文
章
名
人
】
日
常
生
活

　０ 「
書
く
」
学
習
を
始
め
る
前
に ............................................... 

162

　１ 

材
料
を
集
め
て
自
分
の
思
い
や
考
え
を
ま
と
め
る
に
は ............. 

164

　２ 

構
成
を
工
夫
し
て
書
く
に
は ................................................. 

166

　３ 

根
拠
を
明
確
に
し
て
書
く
に
は .............................................. 

168

　４ 

相
手
や
目
的
に
応
じ
て
わ
か
り
や
す
く
書
く
に
は
① ................ 

170

　４ 

相
手
や
目
的
に
応
じ
て
わ
か
り
や
す
く
書
く
に
は
② ................ 

172

　５ 

文
章
を
読
み
合
い
自
分
の
表
現
に
生
か
す
に
は ........................ 

174

【
全
過
程
】
情
報
を
選
び
効
果
的
に
伝
え
る
に
は ........................... 

176

【
伝
統
文
化
１
】
落
語
「
三
方
一
両
損
」 ....................... 

三
遊
亭
円
窓

　184

【
伝
統
文
化
２
】
月
と
古
典
文
学 ..................................................... 

190

【
言
葉
の
研
究
室
①
】
日
本
語
の
文
字 ............................................... 

194

【
言
葉
の
研
究
室
②
】
日
本
語
の
音
声 ............................................... 

198

話
す
こ
と
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

（P.2−3）

（P.4−5）
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さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
新
教
材
を
開
発

　

○
小
学
校
と
の
関
連

　

第
一
学
年
の
一
学
期
の
学
習
は
、
小
学
校
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
ま
し
た
。

【
文
学
的
文
章
】『
暗
や
み
の
向
こ
う
側
』（
今
江
祥
智
）

　

・
小
学
校
で
慣
れ
親
し
ん
だ
児
童
文
学
作
家
の
作
品
を
掲
載
し
ま
し
た
。

【
説
明
的
文
章
】『
花
の
形
に
秘
め
ら
れ
た
ふ
し
ぎ
』（
中
村
匡
男
）

　

・
植
物
や
昆
虫
な
ど
、
小
学
校
で
も
扱
う
話
題
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

・「
構
成
の
型
」
を
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

○
充
実
し
た
教
材
群

　

第
一
学
年
の
説
明
的
文
章
で
は
、「
構
成
の
型
」
を
学
習
で
き
る
よ
う
に
、	

問
題
提
起
と
結
論
部
分
の
あ
る
教
材
を
な
る
べ
く
多
く
掲
載
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
学
年
に
、
説
明
的
文
章
の
比
較
読
み
の
学
習
活
動
を
設
け
、
文
章

の
描
か
れ
方
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
が
身

に
つ
く
よ
う
に
工
夫
を
し
ま
し
た
。

　

○
高
校
の
学
習
へ
も
連
結

　

入
試
や
高
校
の
教
科
書
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
筆
者
（
福
岡
伸
一
、	

内
田
樹
、
内
山
節
、
毛
利
衛
な
ど
）
の
作
品
を
、
積
極
的
に
掲
載
し
ま
し
た
。

学
習
内
容
の
明
確
化

　
「
国
語
は
、
理
科
や
数
学
に
比
べ
る
と
何
を
学
習
す
る
の
か
が
わ
か
り
に
く

い
。」
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
新
版
教
科
書
で
は
、「
読
む
こ
と
」
の

目
次
や
教
材
の
冒
頭
部
分
に
、「
何
を
学
習
す
る
の
か
」
を
明
確
に
示
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
学
習
の
手
引
き
」
で
学
び
を
深
め
、
最
後
に
、「
こ
こ
が
大
事
！
」

で
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
す
る
と
い
う
「
学
習
パ
タ
ー
ン
」
を
確
立
し
ま
し

た
（
左
参
照
）。

　

こ
れ
に
よ
り
、
教
材
ご
と
に
ど
の
よ
う
な
知
識
・
技
能
を
「
習
得
」
し
、「
活

用
」
し
て
い
け
ば
よ
い
か
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

学
習
内
容
の
明
確
化
の
例
（
第
二
学
年
『
タ
オ
ル
』）

読
む
こ
と�

教
材
で
「
何
を
学
習
す
る
の
か
」
を
明
確
に
示
し
ま
し
た
。

2

【
抽
象
と
具
体
】
虹
の
足 ................................................. 

吉
野

　弘

　10

【
全
体
と
部
分
】
ア
オ
ス
ジ
ア
ゲ
ハ
と
ト
カ
ゲ
の
卵 ........ 

福
岡
伸
一

　12

　
　漢
字
の
広
場
①

　「
観
」と「
歓
」は
交
換
で
き
な
い

　ま
ち
が
え
や
す
い
漢
字 ... 

21

【
描
写
と
言
動
】
タ
オ
ル ................................................. 

重
松

　清

　22

　
　言
葉
の
き
ま
り
の
学
習
①

　「
そ
こ
」っ
て
ど
こ
？ ................................ 

35

【
読
書
】
夢
を
跳
ぶ ...................................................... 

佐
藤
真
海

　36

【
情
景
と
心
情
】
近
代
の
短
歌 ......................................................... 

44

【
構
成
と
表
現
】
夏
の
葬
列 ............................................ 

山
川
方
夫

　48

　
　漢
字
の
広
場
②

　川
は
水
の
流
れ
る
形
か
ら

　漢
字
の
成
り
立
ち ............... 

59

【
伝
統
文
化
】
直
実
の
流
し
た
涙
（
平
家
物
語
「
敦
盛
の
最
期
」） .............. 

60

言
葉
の
楽
し
み ..............................

加
藤
周
一

身
に
つ
け
た
い
言
葉
の
力 .............................................................. 

6

国
語
学
習
の
進
め
方 ..................................................................... 

7

こ
の
教
科
書
を
使
う
に
あ
た
っ
て .................................................... 

8

学
習
の
ね
ら
い
／
学
習
記
録
シ
ー
ト ............................................. 
折
込

伝
え
合
う
言
葉 

中
学
国
語
２

読
む
こ
と

　『
タ
オ
ル
』
は
亡な

く
な
っ
た
「
祖
父
」
へ
の
人
々
の
思
い
が
描
か
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
。「
少
年
」
の

思
い
の
語
ら
れ
方
の
特と
く

徴ち
ょ
うを
捉と

ら

え
、「
少
年
」
の
額
に
巻
か
れ
た
「
タ
オ
ル
」
が
象
徴
し
て
い
る
こ
と
を

受
け
止
め
よ
う
。

描
写
の
効
果
、
言
動
の
意
味
を
考
え
て

22

・・・・5 ・・・・10・

重し
げ

松ま
つ 

清き
よ
し

タ
オ
ル

重松　清
［1963─　］
岡
おか

山
やま

県に生まれた。
小説家。

ご
愁
傷
さ
ま

　相
手
を
気
の
毒
に
思
う
さ
ま
。
こ
こ

で
は
、
身
内
を
亡
く
し
た
人
に
対
す
る

お
く
や
み
の
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
。

そ
げ
ん

　そ
ん
な
に
。

　作
品
に
『
ナ
イ
フ
』『
エ
イ
ジ
』
な

ど
が
あ
る
。

《
出
典
》『
は
じ
め
て
の
文
学

　重
松
清
』

に
よ
っ
た
。

　午
後
に
な
っ
て
少
年
の
家
を
訪
ね
て
き
た
客
は
、
初
め
て
見
る
顔
だ
っ
た
。
背
広
に
黒
い
ネ
ク
タ
イ
を

締し

め
て
い
る
の
は
、
朝
か
ら
入
れ
か
わ
り
立
ち
か
わ
り
や
っ
て
く
る
他ほ

か

の
客
と
同
じ
だ
っ
た
が
、
家
の
外

に
い
た
親し

ん

戚せ
き

に
挨あ

い

拶さ
つ

す
る
時
の
言
葉
づ
か
い
が
違
っ
た
。「
こ
の
た
び
は
、
ど
う
も
ご
愁し

ゅ
う

傷し
ょ
う

さ
ま
で

す
。」
―
―
テ
レ
ビ
で
し
か
聞
い
た
こ
と
の
な
い
東と

う

京き
ょ
う

の
言
葉
だ
っ
た
。

　祭さ
い

壇だ
ん

の
す
ぐ
前
に
座
っ
て
い
た
父
は
、
そ
の
人
が
来
た
の
を
知
る
と
、
玄
関
ま
で
迎
え
に
出
た
。

「
よ
う
来
て
く
れ
ま
し
た
、
ほ
ん
ま
に
、
お
忙
し
い
の
に
…
…
。」

　父
は
う
れ
し
そ
う
で
、
懐な

つ

か
し
そ
う
だ
っ
た
。
久
し
ぶ
り
に
お
兄
さ
ん
に
会
っ
た
弟
の
よ
う
に
、
自
分

よ
り
少
し
年
上
の
客
を
、
ま
ぶ
し
そ
う
に
見
つ
め
て
い
た
。

「
十
二
年
ぶ
り
に
な
る
の
か
な
。」

「
も
う
、
そ
げ
ん
な
り
ま
す
か
…
…
。」

　父
は
そ
ば
に
い
た
少
年
の
肩か

た

を
抱だ

い
て
、「
ほ
な
、
コ
レ
が
生
ま
れ
る
前
い
う
こ
と
で
す
か
。」
と
言
っ

締戚愁壇

み
ち
し
る
べ

学 習 の 手 引 き

32

◆
描
写
の
効
果
や
登
場
人
物
の
言
動
の
意
味
に
注
意
し
て
、
作
品
を
読
み
深
め
る
。

●
主
人
公
が
「
少
年
」
と
い
う
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
の
効
果
に
つ
い
て
考
え
る
。

◇
場
面
の
変
化
に
と
も
な
う
少
年
の
気
持
ち
の
変
化
を
表
に
ま
と
め
る
。

１

　こ
の
文
章
は
、
一
行
あ
き
に
よ
っ
て
二
つ
の
部
分
に
分
か
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
文
章
に
ま
と
め
よ
う
。

２

　祖
父
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
、
文
章
に
ま

と
め
よ
う
。

３

　お
父
さ
ん
、
シ
ラ
イ
さ
ん
は
、
祖
父
の
死
を
ど
の
よ
う
に
捉と
ら

え
て
い

る
の
か
、
文
章
に
ま
と
め
よ
う
。

1

　「
涙な
み
だ

」
と
い
う
こ
と
に
注
目
す
る
と
、
少
年
の
変
化
を
①
か
ら
③
の

よ
う
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
つ
の
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
お

う
。①

　な
の
に
、
涙
が
出
て
こ
な
い
。
悲
し
い
か
ど
う
か
も
は
っ
き
り

し
な
い
。（
Ｐ
24
Ｌ
11
）

②

　急
に
寂さ

び

し
く
な
っ
た
。
涙
は
出
な
く
て
も
、
だ
ん
だ
ん
悲
し
く

な
っ
て
き
た
。（
Ｐ
30
Ｌ
10
）

③

　ま
ぶ
し
さ
に
目
を
細
め
、
ま
た
た
く
と
、
熱
い
も
の
が
ま
ぶ
た

か
ら
あ
ふ
れ
出
た
。（
Ｐ
31
Ｌ
17
〜
18
）

⑴

　そ
れ
ぞ
れ
の
描
写
か
ら
、
少
年
の
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
が
読
み
取

れ
る
か
。

↓
文
章
名
人
３

－

①

　「
心
情
が
効
果
的
に
伝
わ
る
よ
う
に
書
く
に
は

①
」（
Ｐ
178
）
を
参
考
に
し
よ
う
。

⑵

　少
年
が
、
①
〜
③
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
は
、
な
ぜ
か
。

2

　「
タ
オ
ル
」
は
こ
の
作
品
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
の
か
、
文
章
に
ま
と
め
よ
う
。

3

　こ
の
主
人
公
が
、
語
り
手
に
よ
っ
て
「
少
年
」
と
い
う
よ
う
に
語
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
効
果
を
あ
げ
て
い
る
の
か
、
話
し
合

お
う
。

か
め
よ
う

確
え
よ
う

考

33

◆
こ
こ
が
大
事
！
「
言
動
の
意
味
」
に
注
目
し
て

登
場
人
物
の
気
持
ち
の
変
化
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
は
、
文
学
作
品
を
読
む
楽
し
み
の
一
つ
だ

ろ
う
。
た
だ
、「
気
持
ち
」
と
い
う
と
、
例
え
ば

「
思
っ
た
」
と
か
「
感
じ
た
」
な
ど
の
気
持
ち
を
表

す
言
葉
ば
か
り
に
目
が
い
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
か

た
ち
で
、
気
持
ち
は
書
き
表
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、「
家
の
ど
こ
に
い
れ
ば
い
い
の
か
わ
か

ら
ず
に
い
た
。」（
Ｐ
23
Ｌ
10
〜
11
）、「
と
り
あ
え

ず･･････

ほ
っ
と
し
た
。」（
Ｐ
25
Ｌ
３
〜
４
）
は
、

「
思
っ
た
」「
感
じ
た
」
と
い
う
言
葉
は
使
わ
れ
て

い
な
く
て
も
、「
居
場
所
」
と
い
う
こ
と
を
め
ぐ
る

主
人
公
で
あ
る
少
年
の
気
持
ち
の
変
化
を
表
し
て

い
る
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
か

と
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
奥
底
に
あ
る

心
情
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、「
お
父
ち
ゃ
ん
と
知
り
合
い
で
す
か
？
」

（
Ｐ
25
Ｌ
17
）
と
「
自
分
か
ら
話
し
か
け
て
み
る

こ
と
に
し
た
。」（
Ｐ
25
Ｌ
16
）
と
い
う
少
年
の
言

葉
か
ら
も
、
気
持
ち
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
家
に
戻も

ど

っ
た
少
年
が
、「
ま
た
居
場
所
を

な
く
し
て
し
ま
い
、
外
に
出
て
そ
っ
と
サ
ッ
カ
ー

ボ
ー
ル
を
蹴け

っ
た
り
、
台
所
を
の
ぞ
い
た
り
、
階

段
の
踊
り
場
に
座
っ
て
マ
ン
ガ
を
読
ん
だ
り
し
て

暇
を
潰つ

ぶ

し
た
。」（
Ｐ
29
Ｌ
20
〜
Ｐ
30
Ｌ
１
）
と
い

う
行
動
を
す
る
の
は
、
な
ぜ
な
の
か
、
こ
の
こ
と

を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
情
の
揺ゆ

れ
動
き
が

見
え
て
く
る
。

こ
の
よ
う
に
、
言
動
の
意
味
に
注
目
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
少
年
の
気
持
ち
の
微
妙
な
移
り
変
わ

り
や
、
そ
の
変
化
の
理
由
が
捉
え
ら
れ
る
。
気
持

ち
の
変
化
は
「
思
っ
た
」
と
か
「
感
じ
た
」
と
い

う
箇か

所し
ょ

だ
け
に
よ
っ
て
把
握
で
き
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
あ
る
。

タオル

エ
イ
ジ

重し
げ

松ま
つ

　清
き
よ
し

重
松

清

TU
G
U
M
I

（
つ
ぐ
み
）

吉よ
し

本も
と

　ば
な
な

吉
本

ば
な
な

晩
年
の
子
供

山や
ま

田だ

　詠え
い

美み

山
田

詠
美

目次（P.2）教材の冒頭部分（P.22）「学習の手引き」（P.32）「ここが大事！」（P.33）

■
「
読
む
こ
と
」
の
主
な
新
教
材�

※
印
は
、
書
き
お
ろ
し
教
材
で
す
。

【
文
学
的
文
章
】

　

第
一
学
年
『
暗
や
み
の
向
こ
う
側
』（
今
江
祥
智
）

　

第
二
学
年
『
タ
オ
ル
』（
重
松
清
）

	

『
つ
み
き
の
い
え
』（
平
田
研
也
／
加
藤
久
仁
生
）

　

第
三
学
年
『
み
ど
り
色
の
記
憶
』（
あ
さ
の
あ
つ
こ
）
※

【
説
明
的
文
章
】

　

第
一
学
年
『
花
の
形
に
秘
め
ら
れ
た
ふ
し
ぎ
』（
中
村
匡
男
）

	

『
笑
顔
と
い
う
魔
法
』（
池
谷
裕
二
）
※

	

『
自
分
の
頭
で
考
え
る
？
』（
野
矢
茂
樹
）

	

『
言
葉
が
つ
な
ぐ
世
界
遺
産
』（
橋
本
典
明
）

　

第
二
学
年
『
ア
オ
ス
ジ
ア
ゲ
ハ
と
ト
カ
ゲ
の
卵
』（
福
岡
伸
一
）

	

『
学
ぶ
力
』（
内
田
樹
）
※

　

第
三
学
年
『
歴
史
は
失
わ
れ
た
過
去
か
』（
内
山
節
）

	

『
文
化
と
し
て
の
科
学
技
術
』（
毛
利
衛
）

【
平
和
教
材
】

　

第
三
学
年
『
無
言
館
の
青
春
』（
窪
島
誠
一
郎
）
※

【
伝
記
教
材
】

　

第
一
学
年
『
銀
の
し
ず
く
降
る
降
る
』（
藤
本
英
夫
）
※

　

第
三
学
年
『
無
名
の
人
』（
司
馬
遼
太
郎
）

特
集
平
成
二
十
四
年
度
版
中
学
国
語
教
科
書
の
紹
介
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【
メ
デ
ィ
ア
】

教
科
書
初
の
課
題
解
決
型
の
メ
デ
ィ
ア
教
材

　

身
の
ま
わ
り
に
「
あ
た
り
ま
え
」
の
よ
う
に
あ
ふ
れ
て
い
る
情
報
に
は
、
必

ず
発
信
者
の
意
図
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
現
代
社
会
で
は
、
こ
の
こ
と
を
ふ
ま

え
な
が
ら
情
報
を
読
み
取
っ
て
い
く
力
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
語
科
に
お
い
て
も
、「
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
型
読
解
力
」
や
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
の
国
語
Ｂ
、
高
校
入
試
な
ど
に
よ
り
、
非
連
続
型
テ
キ
ス
ト
で
示
さ

れ
た
情
報
を
読
み
取
り
、
自
分
の
考
え
を
表
現
し
て
い
く
力
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
に
、
生
徒
自
身
が
体
験
し
な
が
ら
学
習
し
て
い
く

課
題
解
決
型
の
メ
デ
ィ
ア
教
材
を
新
設
し
ま
し
た
。

読
解
か
ら
表
現
へ

　

学
習
活
動
を
と
お
し
て
、「
文
章
」
と
「
写
真
」「
映
像
」「
広
告
」
な
ど
の
関

係
を
考
え
な
が
ら
、
自
分
の
言
葉
で
表
現
す
る
、
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
体
験
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
読
解	

→	

解
釈	

→	

熟
考	

→	

評
価	

→	

表
現
」
の
ス
テ
ッ
プ
を
し
っ

か
り
と
学
習
し
ま
す
。

【
読
書
】

系
統
的
な
情
報
活
用
の
学
習
展
開

　

読
書
に
親
し
む
と
と
も
に
、
情
報
を
活
用
す
る
力
を
育
む
た
め
に
「
学
習
の

手
引
き
」
を
工
夫
し
ま
し
た
（
左
参
照
）。

読
ん
で
お
き
た
い
近
代
の
名
作

　

第
一
学
年
に
『
蜘
蛛
の
糸
』（
芥
川
龍
之
介
）、
第
二
学
年
に
『
坊
っ
ち
ゃ	

ん
』（
夏
目
漱
石
）、第
三
学
年
に
『
最
後
の
一
句
』（
森
鷗
外
）
を
掲
載
。
ま
た
、

時
代
背
景
や
作
家
・
作
品
が
よ
く
わ
か
る
コ
ラ
ム
も
掲
載
し
ま
し
た
。

○
第
一
学
年
『
ベ
ン
チ
』
と
本
の
活
用

　

・
本
の
目
次
や
奥
付
な
ど
か
ら
、
必
要
な
情
報
を
集
め
ま
す
。

○
第
二
学
年
『
夢
を
跳
ぶ
』
と
図
書
館
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用

　

・
図
書
館
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
試
練
を
乗
り
越
え
て
生
き
る
こ
と
に	

つ
い
て
書
か
れ
た
本
や
文
章
に
出
会
い
ま
す
。

○
第
三
学
年
『
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
』
と
読
書
記
録
・
読
書
計
画

　

・
読
ん
だ
本
の
感
想
を
読
書
記
録
に
書
く
と
と
も
に
、
読
書
計
画
を
立
て	

て
読
ん
で
み
た
い
本
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
ま
す
。

読
書
／
メ
デ
ィ
ア�

情
報
活
用
の
読
書
教
材
と
、課
題
解
決
型
の
メ
デ
ィ
ア
教
材
を
掲
載
し
ま
し
た
。

第
一
学
年
『
ベ
ン
チ
』
の
「
学
習
の
手
引
き
」

第
一
学
年
の
「
メ
デ
ィ
ア
」
の
教
材
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ベンチ

「
年
表
」
は
リ
ヒ
タ
ー
自
身
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　田
中
さ
ん
は
再
び
目
次
に
戻も

ど

り
、
ど
ん
な
内
容
の
話
が
含ふ

く

ま
れ
て
い

る
の
か
、
タ
イ
ト
ル
か
ら
想
像
し
て
み
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
タ
イ
ト
ル
名
の
中
に
は
、「
ラ
ビ
」「
ソ
ロ
モ
ン
」「
ポ
グ
ロ
ム
」
な
ど

耳
慣
れ
な
い
言
葉
が
い
く
つ
か
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

「
ポ
グ
ロ
ム
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
だ
ろ
う
。

〈
手
が
か
り 

―
「
注
」〉

　「ポ
グ
ロ
ム
」
の
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
み
る
と
、タ
イ
ト
ル
の
下
に
「
＊
」

が
付
い
て
い
ま
し
た
。
田
中
さ
ん
は
「
＊
」
の
印
は
注
が
付
い
て
い
る

語
句
を
表
す
の
で
は
な
い
か
と
予
測
し
、
巻
末
の
「
注
」
を
調
べ
て
み

ま
し
た
。
す
る
と
、「
ポ
グ
ロ
ム
」
の
よ
う
に
歴
史
的
な
事こ

と

柄が
ら

を
表
す
言

葉
や
、「
ラ
ビ
」
や
「
ソ
ロ
モ
ン
」
の
よ
う
に
ユ
ダ
ヤ
人
の
宗
教
や
習
慣

に
関
わ
る
語ご

彙い

に
つ
い
て
は
、
作
者
リ
ヒ
タ
ー
に
よ
っ
て
説
明
が
加
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　最
後
に
田
中
さ
ん
は
、
こ
の
本
が
日
本
語
に
翻ほ

ん

訳や
く

さ
れ
た
の
は
い
つ

で
あ
る
の
か
、
興
味
を
も
ち
ま
し
た
。

と
わ
か
り
ま
し
た
。
一
九
三
八
年
に
は
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
政
策
が
相

次
い
で
打
ち
出
さ
れ
、
一
九
四
一
年
に
は
ド
イ
ツ
に
住
む
ユ
ダ
ヤ
人
の

国
外
強
制
輸
送
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
一
九
四
二
年
に
は
ユ
ダ
ヤ

人
の
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
へ
の
移
送
が
始
ま
り
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
い

く
つ
も
の
話
が
集
中
し
て
い
る
こ
れ
ら
の
年
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
迫は

く

害が
い

の
歴

史
の
中
で
、
き
わ
だ
っ
て
厳
し
く
つ
ら
い
年
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　「目
次
」
と
「
年
表
」
の
間
に
は
深
い
関か

か

わ
り
が
あ
る
と
知
っ
た
田
中

さ
ん
は
、
新
た
に
次
の
よ
う
な
疑
問
を
も
ち
ま
し
た
。

こ
の
年
表
は
、
誰
が
作
成
し
た
の
だ
ろ
う
。

〈
手
が
か
り 

―
「
訳
者
あ
と
が
き
」〉

　疑
問
②
を
解
決
す
る
た
め
に
、
田
中
さ
ん
は
こ
の
作
品
の
解
説
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
部
分
は
な
い
か
と
考
え
、「
訳
者
あ
と
が
き
」
を
読
ん
で

み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　そ
こ
に
は
「（
リ
ヒ
タ
ー
は
）
真し

ん

摯し

な
態
度
で
、
あ
の
一
時
期
を
そ
の

ま
ま
描
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
詳

し
ょ
う

細さ
い

な
年
表
や
注
を
つ
け
て
い
る
の
も
、

こ
の
態
度
の
表
れ
で
し
ょ
う
。」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら

疑
問
②

疑
問
③

解

　決

解

　決

101

写真と言葉が生み出す世界

ま
ど
・
み
ち
お

　詩
人
。
主
な
詩
集
に
『
ま
ど
・
み
ち
お
詩
の
本
―
ま
ど
さ
ん
１００
歳さ
い

１００
詩
集
』『
の
ぼ
り
く
だ
り
の
…
』『
逃に

げ
の
一
手
』
な
ど
が
あ
る
。

《
出
典
》『
ま
ど
・
み
ち
お
全
詩
集
』
に
よ
っ
た
。

学
習
活
動
１

　あ
な
た
の
心
に
い
ち
ば
ん
ぴ
っ
た
り
く
る
詩
の
ポ
ス
タ
ー
は
ど

れ
で
す
か
。
ペ
ア
に
な
っ
て
、
そ
の
理
由
を
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
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◆
本
や
文
章
か
ら
、
必
要
な
情
報
を
集
め
る
た
め
の
方
法
を
身
に
つ
け
る
。

◇
読
書
を
と
お
し
て
人
権
や
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
。

学 習 の 手 引 き

み
ち
し
る
べ

は
「
一
九
二
五
年
」
の
よ
う
な
年
が
付
い
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
間か

ん

隔か
く

の
あ
い
て
い
る
時
期
が
あ
る
一
方
で
、
一
九
三
三
年
や
一
九
三
八
年
の

話
は
い
く
つ
も
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
次
の
よ
う
な
疑
問
を
も
ち
ま
し

た
。

な
ぜ
特
定
の
年
に
話
が
集
中
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

〈
手
が
か
り 

―
「
年
表
」〉

　タ
イ
ト
ル
に
付
い
て
い
る
年
を
整
理
し
て
み
る
と
、
三
十
二
の
話
の

う
ち
一
九
三
三
年
に
は
七
話
、
一
九
三
八
年
と
一
九
四
一
年
に
は
五
話
、

一
九
四
二
年
に
は
三
話
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　そ
こ
で
、
田
中
さ
ん
は
こ
れ
ら
の
年
に
何
が
起
き
た
の
か
、
当
時
の

社
会
状じ

ょ
う

況き
ょ
うを
把は

握あ
く

し
よ
う
と
考
え
、
巻
末
の
「
年
表
」
を
見
て
み
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　す
る
と
、
一
九
三
三
年
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
排は

い

斥せ
き

運
動
が
始
ま
っ
た
年
だ

　田た

中な
か

さ
ん
は
「
ベ
ン
チ
」
の
学
習
を
き
っ
か
け
に
、「
ベ
ン
チ
」
が
収

め
ら
れ
て
い
る
『
あ
の
こ
ろ
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
が
い
た
』
を
読
ん
で
み

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　『
あ
の
こ
ろ
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
が
い
た
』
の
本
を
開
い
て
み
る
と
、
ま

ず
「
目
次
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
目
次
」
に
は
全
部
で
三
十
二
個
タ
イ
ト
ル
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
田

中
さ
ん
は
こ
れ
ら
の
タ
イ
ト
ル
を
眺な

が

め
な
が
ら
、
全す

べ

て
の
タ
イ
ト
ル
に

疑
問
①

解

　決

●
メ
デ
ィ
ア
と
表
現
● 

言
語
表
現
と
映
像
表
現
の
相そ

う

互ご

作
用
に
注
目
し
よ
う
。

写
真
と
言
葉
が
生
み
出
す
世
界
―
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
入
門

詩のギャラリーへようこそ

100

　い
つ
も
読
ん
だ
り
書
い
た
り
し
て
い
る
文
字
と
、
な
に
げ
な
く
見
て
い
る
写

真
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特と
く

徴ち
ょ
う

的
な
や
り
方
で
、
伝
え
た
い
事こ

と

柄が
ら

を
表
現
し
、
私わ

た
した

ち

に
語
り
か
け
て
き
ま
す
。
文
字
で
書
か
れ
た
詩
や
文
章
が
、
写
真
と
い
う
異
な

る
表
現
方
法
と
い
っ
し
ょ
に
な
る
と
、
ど
ん
な
化
学
変
化
が
生
ま
れ
る
か
、
体
験

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

・・・・５
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「
年
表
」
は
リ
ヒ
タ
ー
自
身
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　田
中
さ
ん
は
再
び
目
次
に
戻も

ど

り
、
ど
ん
な
内
容
の
話
が
含ふ

く

ま
れ
て
い

る
の
か
、
タ
イ
ト
ル
か
ら
想
像
し
て
み
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
タ
イ
ト
ル
名
の
中
に
は
、「
ラ
ビ
」「
ソ
ロ
モ
ン
」「
ポ
グ
ロ
ム
」
な
ど

耳
慣
れ
な
い
言
葉
が
い
く
つ
か
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

「
ポ
グ
ロ
ム
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
だ
ろ
う
。

〈
手
が
か
り 

―
「
注
」〉

　「ポ
グ
ロ
ム
」
の
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
み
る
と
、タ
イ
ト
ル
の
下
に
「
＊
」

が
付
い
て
い
ま
し
た
。
田
中
さ
ん
は
「
＊
」
の
印
は
注
が
付
い
て
い
る

語
句
を
表
す
の
で
は
な
い
か
と
予
測
し
、
巻
末
の
「
注
」
を
調
べ
て
み

ま
し
た
。
す
る
と
、「
ポ
グ
ロ
ム
」
の
よ
う
に
歴
史
的
な
事こ

と

柄が
ら

を
表
す
言

葉
や
、「
ラ
ビ
」
や
「
ソ
ロ
モ
ン
」
の
よ
う
に
ユ
ダ
ヤ
人
の
宗
教
や
習
慣

に
関
わ
る
語ご

彙い

に
つ
い
て
は
、
作
者
リ
ヒ
タ
ー
に
よ
っ
て
説
明
が
加
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　最
後
に
田
中
さ
ん
は
、
こ
の
本
が
日
本
語
に
翻ほ
ん

訳や
く

さ
れ
た
の
は
い
つ

で
あ
る
の
か
、
興
味
を
も
ち
ま
し
た
。

と
わ
か
り
ま
し
た
。
一
九
三
八
年
に
は
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
政
策
が
相

次
い
で
打
ち
出
さ
れ
、
一
九
四
一
年
に
は
ド
イ
ツ
に
住
む
ユ
ダ
ヤ
人
の

国
外
強
制
輸
送
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
一
九
四
二
年
に
は
ユ
ダ
ヤ

人
の
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
へ
の
移
送
が
始
ま
り
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
い

く
つ
も
の
話
が
集
中
し
て
い
る
こ
れ
ら
の
年
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
迫は

く

害が
い

の
歴

史
の
中
で
、
き
わ
だ
っ
て
厳
し
く
つ
ら
い
年
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　「目
次
」
と
「
年
表
」
の
間
に
は
深
い
関か

か

わ
り
が
あ
る
と
知
っ
た
田
中

さ
ん
は
、
新
た
に
次
の
よ
う
な
疑
問
を
も
ち
ま
し
た
。

こ
の
年
表
は
、
誰
が
作
成
し
た
の
だ
ろ
う
。

〈
手
が
か
り 

―
「
訳
者
あ
と
が
き
」〉

　疑
問
②
を
解
決
す
る
た
め
に
、
田
中
さ
ん
は
こ
の
作
品
の
解
説
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
部
分
は
な
い
か
と
考
え
、「
訳
者
あ
と
が
き
」
を
読
ん
で

み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　そ
こ
に
は
「（
リ
ヒ
タ
ー
は
）
真し

ん

摯し

な
態
度
で
、
あ
の
一
時
期
を
そ
の

ま
ま
描
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
詳

し
ょ
う

細さ
い

な
年
表
や
注
を
つ
け
て
い
る
の
も
、

こ
の
態
度
の
表
れ
で
し
ょ
う
。」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら

疑
問
②

疑
問
③

解

　決

解

　決

学習内容の例

特
集
平
成
二
十
四
年
度
版
中
学
国
語
教
科
書
の
紹
介

（P.42−43）

（P.100−101）
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【
伝
統
文
化
と
言
語
】

「
伝
統
文
化
」「
言
語
文
化
」
と
し
て
の
古
典

　

新
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事

項
」
に
古
典
が
編
成
さ
れ
ま
し
た
。
伝
統
文
化
と
し
て
の
古
典
と
い
う
観
点
か

ら
も
教
材
化
を
は
か
り
ま
し
た
（
左
参
照
）。

【
読
む
こ
と
】

古
典
作
品
の
も
つ
世
界
観
や
歴
史
的
背
景
を
重
視

　

音
読
・
暗
唱
を
中
心
に
し
た
「
小
学
校
で
の
古
典
学
習
」
を
受
け
て
、
中
学

校
で
は
、「
よ
り
親
し
み
な
が
ら
古
典
作
品
の
内
容
を
読
み
深
め
る
」
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
適
宜
、
作
品
全
体
の
も
つ
世
界
観
や
歴
史
的
背
景
な
ど
を
解
説

文
や
図
解
で
示
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
古
典
作
品
の
全
体
を
つ
か
み
な
が
ら
、

内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

歴
史
的
仮
名
遣
い
や
訓
読
の
確
実
な
習
得

　

歴
史
的
仮
名
遣
い
や
訓
読
に
つ
い
て
の
確
実
な
習
得
を
促
す
た
め
に
、
第
三

学
年
の
一
部
の
古
文
・
漢
文
の
教
材
で
は
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
付
し
た
読
み

仮
名
を
な
く
し
ま
し
た
。

段
階
を
も
た
せ
た
現
代
語
訳
の
示
し
方

　

第
二
学
年
で
は
、
一
部
の
作
品
で
部
分
傍
訳
（
原
文
の
傍
ら
に
部
分
的
に
現

代
語
訳
を
つ
け
る
か
た
ち
）
を
採
用
し
ま
し
た
。
ま
た
、
第
三
学
年
で
は
、
一

部
の
作
品
で
現
代
語
訳
を
な
く
し
、
脚
注
を
参
照
し
な
が
ら
内
容
理
解
が
で
き

る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。
高
校
入
試
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
高
校
の
学
習

に
も
つ
な
が
る
古
典
学
習
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

○
「
伝
統
文
化
」
の
コ
ラ
ム
教
材

　

絵
や
写
真
な
ど
を
用
い
て
伝
統
文
化
を
紹
介
し
、声
に
出
し
て
親
し
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
作
品
の
一
部
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　
　

第
一
学
年
『
落
語
「
三
方
一
両
損
」』（
三
遊
亭
円
窓
）

　
　

第
二
学
年
『
歌
舞
伎
「
外
郎
売
り
」』

　
　

第
三
学
年
『
狂
言
「
し
び
り
」』

○
「
言
語
文
化
」
の
コ
ラ
ム
教
材

　

表
現
に
着
目
し
て
昔
と
今
の
共
通
点
や
相
違
点
を
知
り
、日
本
の
言
語
文
化

に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
文
章
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　
　

第
一
学
年
『
月
と
古
典
文
学
』

　
　

第
二
学
年
『
古
典
の
中
の
擬
声
語
・
擬
態
語
』（
山
口
仲
美
）

　
　

第
三
学
年
『
古
典
の
歌
、
現
代
の
歌
』（
佐
佐
木
幸
綱
）

伝
統
的
な
言
語
文
化（
古
典
）�

小
・
中
・
高
で
の
古
典
学
習
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
ま
し
た
。

読
む
こ
と
　
第
二
学
年
『
平
家
物
語
』

61

直実の流した涙

衰 双沙滅紹 諸
行
無
常

　万
物
は
常
に
移
り
変
わ
っ
て
、

と
ど
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。

沙
羅
双
樹

　沙
羅
樹
と
も
い
い
、
イ
ン
ド
原

産
の
常
緑
高
木
。
釈
迦
が
亡な

く

な
っ
た
時
、
床
の
四
方
に
二
本
ず

つ
あ
っ
た
こ
の
木
が
互
い
に
結

ば
れ
、
白
色
に
変
わ
っ
た
と
い
う
。

平
家
物
語

　鎌か
ま

倉く
ら

時
代
の
軍
記
物
語
。
作
者

は
未
詳
。『
徒つ

れ

然づ
れ

草ぐ
さ

』
に
よ
れ
ば
、

信し
な
の
の
濃
前ぜ
ん

司じ

行ゆ
き

長な
が

が
琵び

琶わ

法ほ
う

師し

の
生
し
ょ
う

仏ぶ
つ

に
語
ら
せ
た
の
が
起
こ
り
で
あ

る
と
い
う
。
激
し
い
合
戦
を
軸じ
く

に
、

平
家
の
優
美
な
生
活
も
描
か
れ
、

場
面
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
像

や
思
い
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

琵
琶
法
師
が
、
琵
琶
の
憂
い
を
帯

び
た
旋せ
ん

律り
つ

に
の
せ
て
、
語
り
継
い
だ
。

《
出
典
》『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

45
〜
46

　平
家
物
語
①
〜
②
』
に

よ
っ
た
。

平家は赤旗，源氏は白旗を立てて戦った。「平家物語絵巻」壇
だん

ノ浦
うら

の戦い

60

　直な
お

実ざ
ね

の
流
し
た
涙な

み
だ

│
平へ

い

家け

物
語
「
敦あ

つ

盛も
り

の
最さ

い

期ご

」

│

作
品
の
特と

く

徴ち
ょ
うを
生
か
し
て
朗
読
し
よ
う
。

・・・・10

　祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
、
諸し

よ

行
ぎ
や
う

無む

常じ
や
う
の
響
き
あ
り
。
沙し

や

羅ら

双さ
う

樹じ
ゆ

の
花
の
色
、
盛

じ
や
う

者し
や

必ひ
つ

衰す
い

の
理

こ
と
わ
り
を
あ
ら
は

（
ワ
）
す
。
お
ご
れ
る
人
も
久

し
か
ら
ず
、
た
だ
春
の
夜よ

の
夢
の
ご
と
し
。
た
け
き
者
も
つ
ひ

（
イ
）

に
は
滅ほ

ろ

び
ぬ
、
ひ
と
へ

（
エ
）
に
風
の
前
の
塵ち

り

に
同
じ
。

・・・・5・・・

　『平
家
物
語
』
は
、
平
家
一
門
の
興
亡
の
あ
り
さ
ま
や
、
源げ
ん

氏じ

と
の
激
し
い
合か

っ

戦せ
ん

を
描
い
た
物
語
で
す
。

こ
の
物
語
は
、
次
の
よ
う
な
文
章
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　こ
こ
で
語
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
栄え

い

華が

も
永
遠
に
続
く
こ
と
は
な
く
、
必
ず
滅
び
る
時
が
来

る
、
と
い
う
仏
教
的
な
思
想
で
す
。
そ
れ
は
「
無
常
」
と
い
う
言
葉
に
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
。
次
に
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
「
敦
盛
の
最
期
」
に
も
、
そ
の
よ
う
な
思
い
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　祇
園
精
舎
の
鐘
の
音
に
は
、
諸
行
無
常
の
響
き
が
あ
る
。

沙
羅
双
樹
の
花
の
色
は
、
盛
者
必
衰
の
道
理
を
表
し
て
い

る
。
お
ご
り
た
か
ぶ
っ
て
い
る
人
も
長
く
は
続
か
な
い
、

（
そ
れ
は
）
ま
る
で
春
の
夜
の
夢
の
よ
う
だ
。
力
の
強
い
者

も
い
つ
か
は
滅
び
て
し
ま
う
、（
そ
れ
は
）
全
く
風
の
前
の

塵
と
同
じ
だ
。

祇ぎ

園を
ん

精し
や
う

舎じ
や

祇
園
精
舎

　昔
、
イ
ン
ド
で
釈し
ゃ

迦か

の
た
め
に

建
て
ら
れ
た
寺
。

（
オ
）（
シ
ョ
ウ
）（
ジ
ャ
）

（
ギ
ョ
ウ
）
（
ジ
ョ
ウ
）

（
シ
ョ
）

（
シ
ャ
）（ヒ
ッ
）

（
ジ
ョ
ウ
）

（
ソ
ウ
）（ジ
ュ
）

（
シ
ャ
）

原文の前後に解説文を入れ，作品の全体像や「無常観」についてふれました。
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や  しま

源　義経の進路
主な合戦地

源　頼朝の進路
木曽義仲の進路

平家物語合戦地図
平 泉

木曽
鎌倉

京
福原

屋島壇ノ浦

ふくはら

ひらいずみ

《源氏略系図》 《平家略系図》

（
木
曽
）

（
建
礼
門
院
）

為
義

義
朝

範
頼

頼
朝

義
経

義
賢

義
仲

忠
盛

清
盛

知
盛

宗
盛

重
盛

高
倉
天
皇

重
衡

徳
子

経
盛

敦
盛

経
正

安
徳
天
皇

た
め
よ
し

よ
し
た
か

よ
し
と
も

の
り
よ
り

つ
ね
ま
さ

た
か
く
ら

と
く  

こ

し
げ
ひ
ら

と
も
も
り

む
ね
も
り

し
げ
も
り

た
だ
も
り

あ
ん
と
く

け
ん
れ
い
も
ん
い
ん

琵琶法師

⑤粟
あわ

津
づ

の戦い
　（1184年1月）
木曽義仲敗死。

③俱
く

利
り

伽
か

羅
ら

峠
とうげ

の戦い
　（1183年5月）
木
き

曽
そ

義
よし

仲
なか

，平家を破る。

④宇
う

治
じ

川の戦い（先陣争い）
　（1184年1月）
源義経軍が木曽義仲軍
を破る。

⑧壇ノ浦の戦い
　（1185年3月）
源平最後の戦い。安徳
天皇入

じゅ

水
すい

。平家が滅亡。

⑦屋島の戦い
　（1185年2月）
源義経が背後から平家
軍を急襲。那

な

須
すの

与
よ

一
いち

が
「扇の的」を射る。

⑥一の谷の戦い
　（1184年2月）
源義経，「ひよどり越

ごえ

の逆落とし」で平家軍
を奇襲。熊谷直実が平
敦盛を討つ。

②富
ふ

士
じ

川の戦い
　（1180年10月）
水鳥の羽音に驚き，平
家は戦わないで敗走。

①石
いし

橋
ばし

山の戦い
　（1180年8月）
源頼朝，挙兵したが
大
おお

庭
ば

景
かげ

親
ちか

に敗れる。
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5 ・・・・

　平
家
は
一
の
谷
の
敗
戦
の
後
、
四
国
の
屋や

島し
ま

に
逃
れ
て
い
き
ま
し
た
。
義
経
は
、
一
年
ほ
ど
か
け
て
水

軍
を
整
え
、
平
家
の
背
後
か
ら
急

き
ゅ
う

襲し
ゅ
うし

、
瀬せ

戸と

内な
い

海
に
追
い
や
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
二
か
月

後
、
壇だ

ん

の
浦う

ら

で
最
後
の
決
戦
を
行
い
、
平
家
は
敗
れ
、
主
だ
っ
た
武
将
た
ち
は
海
中
深
く
沈
み
ま
す
。
そ

れ
は
、
文ぶ

ん

治じ

元
（
一
一
八
五
）
年
三
月
二
十
四
日
で
、
平
清
盛
が
太だ

い

政じ
ょ
う

大だ
い

臣じ
ん

に
任
ぜ
ら
れ
て
か
ら
十
八
年

後
の
こ
と
で
し
た
。

・・・・

と
て
、
九く

郎ら
う

御お
ん

曹ざ
う

司し

の
見げ

ん

参ざ
ん

に
入
れ
た
り
け
れ
ば
、
こ
れ
を
見
る
人
、
涙
を
流
さ
ず
と
い
ふ

（
ウ
）

こ

と
な
し
。

　後
に
聞
け
ば
、
修し
ゆ

理り

大だ
い

夫ぶ

経つ
ね

盛も
り

の
子
息
に
大た

い

夫ふ

敦
盛
と
て
、
生

し
や
う

年ね
ん

十
七
に
ぞ
な
ら
れ
け
る
。

そ
れ
よ
り
し
て
こ
そ
熊
谷
が
発ほ
つ

心し
ん

の
思
ひ

（
イ
）

は
す
す
み
け
れ
。 

修
理
大
夫

　修
理
と
は
皇
居
の
造
営
や
修
理

を
行
う
役
所
。
大
夫
は
そ
の
長
官
。

経
盛　平

清
盛
の
弟
、
平
経
盛
。
そ
の

子
敦
盛
は
笛
の
名
手
。

発
心　仏

門
に
入
り
僧
に
な
る
こ
と
。

屋
島　香か

川が
わ

県
高た
か

松ま
つ

市
に
あ
る
。

壇
の
浦

　山や
ま

口ぐ
ち

県
下し
も
の

関せ
き

市
に
あ
る
。

敦盛（菊
きく

池
ち

契
けい

月
げつ

）

と
言
っ
て 

九
郎
御
曹
司
義
経
に（
首
と
と
も
に
笛
を
）お
見
せ
申
し
た
と
こ
ろ 

み
な
涙
を
流
し
た

 

聞
く
と 

と
い
っ
て 

に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

（
ま
さ
に
）そ
の
時
か
ら 

ま
す
ま
す
強
く
な
っ
た

（
ッ
）

（
ロ
ウ
）

（
シ
ュ
）

（
シ
ョ
ウ
）

の

（
ゾ
ウ
）
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聞
く
と 
と
い
っ
て 

に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

（
ま
さ
に
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の
時
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ら 

ま
す
ま
す
強
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な
っ
た

（
ッ
）

（
ロ
ウ
）

（
シ
ュ
）
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部分傍訳の例

歴史的な背景がわかる図解の例

特
集
平
成
二
十
四
年
度
版
中
学
国
語
教
科
書
の
紹
介

（P.60−61）

（P.66−67）

sample
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活
動
の
場
を
生
み
出
す
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
「
聞
く
こ
と
」
の
教
材
で
は
、
第
一・
第
二
学
年
に
お
い
て
、
具
体
的
な
場
面

で
聞
く
学
習
が
で
き
る
よ
う
に
、「
や
っ
て
み
よ
う
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

　
「
話
す
こ
と
」
の
教
材
、「
話
し
合
う
こ
と
」
の
教
材
で
は
、
ス
ム
ー
ズ
に
表

現
活
動
に
入
れ
る
よ
う
に
、「
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

ス
ピ
ー
チ
や
話
し
合
い
の
ヒ
ン
ト
を
提
示

　

ど
う
話
せ
ば
よ
い
か
が
わ
か
る
よ
う
に
、
ス
ピ
ー
チ
例
や
話
し
合
い
の
例
を

な
る
べ
く
多
く
掲
載
し
ま
し
た
。
ま
た
、
下
段
に
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
ま
し
た
。

「
対
話
力
」
の
育
成
を
重
視

　
「
対
話
力
」
と
は
、「
課
題
の
解
決
に
向
け
、考
え
方
の
違
う
人
ど
う
し
が
、話

し
合
い
を
と
お
し
て
、
新
し
い
方
向
性
を
一
緒
に
つ
く
り
出
し
て
い
け
る
よ
う

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
能
力
」
を
さ
し
ま
す
。
こ
の
「
対
話
力
」
の
育
成

を
三
学
年
の
ゴ
ー
ル
に
設
定
し
て
、
教
材
を
構
成
し
ま
し
た
。

■「
対
話
力
」
の
育
成
に
関
す
る
学
習
の
例

「
聞
く
こ
と
」

　
　

第
一
学
年　
「
質
問
し
な
が
ら
聞
く
」「
励
ま
し
、
勇
気
づ
け
な
が
ら
聞
く
」
な
ど

　
　

第
二
学
年　
「
相
手
の
話
を
参
考
に
し
な
が
ら
自
分
の
考
え
を
つ
く
り
だ
す
」
な
ど

　
　

第
三
学
年　
「
相
手
の
話
を
聞
い
て
自
分
の
表
現
に
生
か
す
」
な
ど

「
話
す
こ
と
」

　
　

第
一
学
年　
「
相
手
に
伝
わ
る
よ
う
に
構
成
を
工
夫
し
て
話
す
」
な
ど

　
　

第
二
学
年　
「
自
分
と
異
な
る
立
場
の
意
見
を
ふ
ま
え
て
話
す
」
な
ど

　
　

第
三
学
年　
「
場
の
条
件
や
相
手
の
様
子
を
ふ
ま
え
な
が
ら
話
す
」
な
ど

「
話
し
合
う
こ
と
」

　
　

第
一
学
年　
「
相
手
の
意
見
を
評
価
し
な
が
ら
話
し
合
う
」
な
ど

　
　

第
二
学
年　
「
相
手
の
立
場
を
尊
重
し
な
が
ら
話
し
合
う
」
な
ど

　
　

第
三
学
年　
「
互
い
の
考
え
を
生
か
し
合
い
な
が
ら
話
し
合
う
」
な
ど

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と�

「
対
話
力
」
の
育
成
を
三
学
年
の
ゴ
ー
ル
に
設
定
し
ま
し
た
。

第
一
学
年
の
「
や
っ
て
み
よ
う
」

第
三
学
年
の
「
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
」

149

聞き方入門
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　例

　サ
ッ
カ
ー
、
旅
行
し
て
み
た
い
国
、
好
き
な
歌
手
・
映
画
な
ど

　４

　話
し
手
の
選
ん
だ
話
題
に
つ
い
て
、
聞
き
手
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
質
問
を
す
る
。（
二
分
間
）

　
　
　（
聞
き
手
は
、
時
間
が
あ
か
な
い
よ
う
に
、
次
々
と
新
し
い
質
問
を
考
え
る
こ
と
。）

　５

　二
分
た
っ
た
ら
、
話
し
手
と
聞
き
手
を
交
代
し
て
、
同
じ
よ
う
に
始
め
る
。

励は
げ

ま
し
、
勇
気
づ
け
な
が
ら
聞
く

　ど
ん
な
場
合
で
も
、
ど
ん
な
話
で
も
、
正
確
に
内
容
を
捉と
ら

え
る
こ
と
を
心
が
け
る
の
が
「
よ
い
聞

き
方
」
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
友
達
の
思
い
出
話
な
ど
は
、
む
し
ろ
メ
モ
な
ど

と
ら
ず
に
、
心
を
こ
め
て
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
の
ほ
う
が
大
切
だ
。
励
ま
し
、
勇
気
づ
け
な
が
ら
聞

い
て
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
話
し
手
に
語
る
勇
気
を
与あ
た

え
、
語
る
こ
と
の
心こ
こ
ち地
よ
さ
を
感
じ
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　「思
い
出
を
語
る
」

　１

　二
人
一
組
み
に
な
り
、
話
し
手
と
聞
き
手
を
決
め
る
。

　２

　話
し
手
は
、
少
し
考
え
る
時
間
を
も
っ
て
か
ら
「
心
に
残
っ
て
い
る
思
い
出
」
を
話
す
。

　３

　聞
き
手
と
な
っ
た
人
は
、
聞
く
技
術
を
生
か
し
て
、
相
手
が
話
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
。

　４

　話
し
手
と
聞
き
手
が
交
代
し
て
全
員
が
体
験
す
る
。

　５

　学
級
全
員
で
、
よ
い
聞
き
方
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

 
チ
ェ
ッ
ク
「
質
問
し
な
が
ら
聞
く
」「
励
ま
し
、
勇
気
づ
け
な
が
ら
聞
く
」
こ
と
が
で
き
た
か
。
友

達
と
学
習
の
成
果
を
評
価
し
合
お
う
。

次
の
よ
う
な
「
表
現
」
を
し
な
が
ら
、
聞
こ
う
。

　①
温
か
い
ま
な
ざ
し
を
向
け
て
、
話
し
手
の
表
情

や
動
作
に
反
応
を
示
し
て
聞
く
。

　②
う
な
ず
き
や
あ
い
づ
ち
な
ど
、
聞
き
手
の
気
持

ち
を
豊
か
に
示
し
て
聞
く
。（
た
だ
し
、
話
し

手
が
真し
ん

剣け
ん

に
な
っ
た
と
き
に
は
、
聞
き
手
も
真

剣
な
表
情
で
聞
く
。）

　③
話
が
終
わ
っ
た
ら
、
拍は
く

手し
ゅ

や
歓か
ん

声せ
い

な
ど
、
感
謝

の
気
持
ち
を
表
す
。

　④
熱
心
に
聞
い
た
証
し
ょ
う

拠こ

と
し
て
、
質
問
し
た
り
、

感
想
を
述
べ
た
り
す
る
。

５
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Ⅳ
話し合う
こと

Ⅱ
話すこと

Ⅲ
聞くこと

意
見
を
生
か
し
て
話
し
合
う
に
は

今ここを
学習しています！

│
説
得
力
の
あ
る
意
見
を
述
べ
合
う

│

5 10

話
し
合
い
の
話
題
と
目
的

　社
会
生
活
で
は
、
意
見
の
異
な
る
人
と
出
会
う
こ
と
が
数
多
く
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
と
き
は
、
議

論
を
し
て
、
相
手
を
納な
っ

得と
く

さ
せ
る
こ
と
も
必
要
だ
が
、
そ
れ
で
は
、
自
分
の
考
え
を
相
手
が
認
め
た

だ
け
で
、
も
の
の
見
方
や
考
え
方
は
、
あ
ま
り
広
が
ら
な
い
。
互
い
の
意
見
を
生
か
し
合
い
な
が
ら

話
し
合
い
を
進
め
、
一
つ
の
結
論
を
導
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
考
え
よ
う
。

　最
近
、
地
域
の
ゴ
ミ
の
量
が
増
え
続
け
て
い
る
、
と
い
う
現
状
を
知
り
、
上
田
さ
ん
の
ク
ラ
ス
は
、

「
ゴ
ミ
の
減
量
の
た
め
に
、
私わ
た
した
ち
に
で
き
る
こ
と
」
を
学
校
に
提
案
す
る
こ
と
に
し
た
。
以
下
は
、

そ
の
ク
ラ
ス
提
案
を
決
め
る
た
め
の
話
し
合
い
の
様
子
で
あ
る
。

　
　◆
互
い
の
考
え
を
生
か
し
合
い
、
課
題
を
解
決
す
る
。

　
　●
相
手
を
説
得
す
る
た
め
、
話
の
構
成
を
工く

夫ふ
う

す
る
。

　
　◇
説
得
力
の
あ
る
意
見
を
述
べ
合
い
、
話
し
合
い
を
深
め
る
。

目

標

学
習
で
身
に
つ
け
た
い
こ
と

【
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
】

●
共
通
点
を
探
そ
う

１

　二
人
一
組
み
に
な
る
。

２

　そ
れ
ぞ
れ
、
自
分
の
好
き
な
も
の
を
決
め
る
。

３

　お
互
い
に
、
好
き
な
も
の
を
教
え
合
う
。

４

　好
き
な
も
の
ど
う
し
、
共
通
す
る
点
は
な
い
か
、

五
分
間
で
、
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
見
つ
け
る
。

　※
限
ら
れ
た
時
間
で
、
二
つ
の
も
の
の
共
通
点
を

探
す
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
次
の
点
を

参
考
に
し
よ
う
。

　
　①
お
互
い
の
選
ん
だ
も
の
を
、
広
い
視
野
で
捉と
ら

え
る
。

　
　②
自
分
の
選
ん
だ
も
の
だ
け
に
つ
い
て
考
え
る

の
で
は
な
く
、
お
互
い
に
情
報
を
交
換
し
な

が
ら
考
え
る
。

第
三
学
年
の
「
話
し
合
い
」
の
教
材

意見を生かして話し合うには
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⑴

　こ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、ど
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
て
い
る
か
を
指し

摘て
き
し
よ
う
。

⑵

　自
分
た
ち
が
提
案
者
に
な
る
と
し
た
ら
、
こ
の
他ほ
か

に
ど
ん
な
こ
と
に
注
意
す
る

か
を
考
え
よ
う
。

〈
上う

え

田だ

さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
の
場
合
〉

　ど
ん
な
取
り
組
み
を
提
案
し
よ
う
か
。

　実
際
に
で
き
る
取
り
組
み
で
な
け
れ
ば
、
み
ん
な
か
ら
支
持
さ
れ
な
い
と
思
う
よ
。「
自
分

た
ち
で
で
き
る
」、
と
い
う
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
。

　「実
際
に
で
き
る
取
り
組
み
」
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
か
な
。

　あ
ま
り
大
変
そ
う
な
提
案
だ
と
、
取
り
組
む
前
か
ら
、
み
ん
な
「
で
き
な
い
。」
と
思
っ
て

し
ま
っ
て
、
提
案
自
体
が
支
持
さ
れ
な
い
と
思
う
。

　そ
う
だ
ね
。
取
り
組
み
始
め
た
と
し
て
も
、
一
人
一
人
の
負
担
が
大
き
く
て
、
長
続
き
し
な

い
よ
う
な
提
案
で
は
、
み
ん
な
か
ら
支
持
さ
れ
な
い
よ
ね
。

　別
の
視
点
な
ん
だ
け
ど
、
取
り
組
ん
だ
成
果
が
具
体
的
に
目
に
見
え
る
と
、
も
っ
と
継
続
し

よ
う
、
と
い
う
気
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

　そ
れ
は
わ
か
る
ん
だ
け
ど
、「
絶
対
に
目
標
を
達
成
し
よ
う
。」
の
よ
う
に
な
る
と
、「
つ
い

て
い
け
な
い
。」
と
考
え
る
人
も
出
る
の
で
、「
み
ん
な
で
努
力
し
よ
う
。」
と
呼
び
か
け
る
ほ

う
が
い
い
と
思
う
。

上
田

中な
か

山や
ま

下し
も

川か
わ

中
山

下
川

上
田

中
山
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話
し
合
い
の
前
に

①
提
案
の
前
に
、
ま
ず
、
班
で
話
し
合
い
、
情
報
を

共
有
し
た
り
、
共
通
の
理
解
を
図
る
よ
う
に
し
た

り
す
る
。

③
提
案
の
内
容
を
、
ど
の
よ
う
な
順
序
で
話
す
の
か
、

ど
の
よ
う
な
質
問
や
反
論
が
予
想
さ
れ
る
の
か
な

ど
に
つ
い
て
考
え
る
。

②
で
き
る
だ
け
、
実
現
可
能
な
提
案
を
考
え
よ
う
と

し
て
い
る
。

①②③

え
考

よ
う
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Ⅳ
話し合う
こと

Ⅱ
話すこと

Ⅲ
聞くこと

意
見
を
生
か
し
て
話
し
合
う
に
は

今ここを
学習しています！

│
説
得
力
の
あ
る
意
見
を
述
べ
合
う

│

5 10

話
し
合
い
の
話
題
と
目
的

　社
会
生
活
で
は
、
意
見
の
異
な
る
人
と
出
会
う
こ
と
が
数
多
く
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
と
き
は
、
議

論
を
し
て
、
相
手
を
納な
っ

得と
く

さ
せ
る
こ
と
も
必
要
だ
が
、
そ
れ
で
は
、
自
分
の
考
え
を
相
手
が
認
め
た

だ
け
で
、
も
の
の
見
方
や
考
え
方
は
、
あ
ま
り
広
が
ら
な
い
。
互
い
の
意
見
を
生
か
し
合
い
な
が
ら

話
し
合
い
を
進
め
、
一
つ
の
結
論
を
導
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
考
え
よ
う
。

　最
近
、
地
域
の
ゴ
ミ
の
量
が
増
え
続
け
て
い
る
、
と
い
う
現
状
を
知
り
、
上
田
さ
ん
の
ク
ラ
ス
は
、

「
ゴ
ミ
の
減
量
の
た
め
に
、
私わ
た
した
ち
に
で
き
る
こ
と
」
を
学
校
に
提
案
す
る
こ
と
に
し
た
。
以
下
は
、

そ
の
ク
ラ
ス
提
案
を
決
め
る
た
め
の
話
し
合
い
の
様
子
で
あ
る
。

　
　◆
互
い
の
考
え
を
生
か
し
合
い
、
課
題
を
解
決
す
る
。

　
　●
相
手
を
説
得
す
る
た
め
、
話
の
構
成
を
工く

夫ふ
う

す
る
。

　
　◇
説
得
力
の
あ
る
意
見
を
述
べ
合
い
、
話
し
合
い
を
深
め
る
。

目

標

学
習
で
身
に
つ
け
た
い
こ
と

【
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
】

●
共
通
点
を
探
そ
う

１

　二
人
一
組
み
に
な
る
。

２

　そ
れ
ぞ
れ
、
自
分
の
好
き
な
も
の
を
決
め
る
。

３

　お
互
い
に
、
好
き
な
も
の
を
教
え
合
う
。

４

　好
き
な
も
の
ど
う
し
、
共
通
す
る
点
は
な
い
か
、

五
分
間
で
、
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
見
つ
け
る
。

　※
限
ら
れ
た
時
間
で
、
二
つ
の
も
の
の
共
通
点
を

探
す
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
次
の
点
を

参
考
に
し
よ
う
。

　
　①
お
互
い
の
選
ん
だ
も
の
を
、
広
い
視
野
で
捉と
ら

え
る
。

　
　②
自
分
の
選
ん
だ
も
の
だ
け
に
つ
い
て
考
え
る

の
で
は
な
く
、
お
互
い
に
情
報
を
交
換
し
な

が
ら
考
え
る
。

タイトル部分から，学習内容，指導事項，言語活動がわかります。

第
三
学
年
に
お
け
る
「
対
話
力
」
の
育
成
に
関
す
る
ポ
イ
ン
ト
の
例

題
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
上
田
さ
ん
た
ち
の
意
見
に
は
賛
成
な
の
で
す
が
、
西
田

さ
ん
の
言
う
と
お
り
、
実
際
に
、
自
分
の
箸
を
持
ち
歩
い
て
使
う
の
が
難
し
い
場
合
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
は
、
持
ち
運
び
に
便
利
な
ケ
ー
ス
が
た
く
さ
ん
売
ら
れ
て
い

ま
す
し
、小
さ
く
分
解
で
き
る
箸
も
手
に
入
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
も
の
を
利
用
し
な
が
ら
、

「
割
り
箸
を
使
わ
な
い
。」、
で
は
な
く
、「
な
る
べ
く
割
り
箸
を
使
わ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。」

と
呼
び
か
け
る
提
案
が
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　実
際
に
、
自
分
の
箸
を
持
ち
歩
い
て
使
っ
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
自
の
環
境
問
題
へ

の
関
心
が
高
ま
れ
ば
、
さ
ら
に
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
へ
と
興
味
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
に
も

な
り
、
そ
う
い
う
効
果
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　「
ゴ
ミ
の
減
量
の
た
め
に
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」
と
い
う
今
日
の
議
題
か
ら
す
る
と
、

こ
の
班
の
提
案
は
実
行
し
て
み
る
価
値
が
、
十
分
に
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
い
か

が
で
す
か
。
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⑧

⑩

⑧
対
立
す
る
意
見
を
認
め
、
自
分
の
意
見
の
中
に
も

改
善
点
を
見
つ
け
、
新
し
い
意
見
と
し
て
提
案
し

て
い
る
。

⑩
議
題
に
照
ら
し
て
、
こ
こ
ま
で
の
話
し
合
い
が
ど

う
進
ん
で
い
る
の
か
を
、
参
加
者
に
確
認
す
る
よ

う
促
し
て
い
る
。

⑨
出
席
者
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
時
間
内
に
結
論
が
出
る

よ
う
に
努
め
る
こ
と
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

　話
が
関
係
の
な
い
方
向
に
進
ん
だ
り
、
同
じ
内
容

の
繰
り
返
し
に
な
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
適て

き

宜ぎ

、

進
行
を
促
す
よ
う
な
発
言
が
望
ま
れ
る
。
司
会
者

が
最
も
そ
の
責
を
担に

な

う
が
、
出
席
者
に
も
そ
れ
は

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　南み
な
み

田だ

　司
会

⑴

　上
田
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
の
提
案
に
対
す
る
質
問
や
反
対
意
見
を
考
え
よ
う
。

⑵

　自
分
が
提
案
者
に
選
ば
れ
た
と
し
た
ら
、
ど
ん
な
ふ
う
に
意
見
を
述
べ
る
か
。

　話
題
を
自
由
に
決
め
て
、
提
案
し
よ
う
。
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⑨

え
考

よ
う

意見を生かして話し合うには

互
い
の
意
見
を
生
か
し
合
う
話
し
合
い
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
発
言
が
よ
い
発

言
な
の
か
、
そ
の
条
件
を
考
え
よ
う
。

社
会
生
活
に
関
わ
る
話
題
を
選
び
、
他
の
人
を
説
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
話
し
合
い

を
想
定
し
て
、
自
分
の
意
見
を
考
え
よ
う
。

◎
東
井
さ
ん
の
感
想

　上
田
さ
ん
の
班
の
発
表
で
、
割
り
箸
の
輸
入
量
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
わ
か
り
ま
し
た
が
、「
そ
の

輸
入
割
り
箸
は
、
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
の
か
。」
と
い
う
疑
問
を
も
ち
ま
し
た
。
質
問
し
よ
う
と
思

い
ま
し
た
が
、
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
回
は
、
思
っ
た
こ
と
は
し
っ
か
り
と
発
言
し
よ
う
と
思
い
ま

す
。

◎
山
中
さ
ん
の
感
想

　割
り
箸
を
、「
使
う
か
」「
使
わ
な
い
か
」
の
ど
ち
ら
か
だ
け
の
意
見
で
は
な
く
、「
自
分
た
ち
に
で

き
る
こ
と
」
が
基
準
に
な
っ
て
、
会
議
で
の
発
言
が
出
た
こ
と
は
、
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

話
し
合
い
の
後
で
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え
考

よ
う

題
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
上
田
さ
ん
た
ち
の
意
見
に
は
賛
成
な
の
で
す
が
、
西
田

さ
ん
の
言
う
と
お
り
、
実
際
に
、
自
分
の
箸
を
持
ち
歩
い
て
使
う
の
が
難
し
い
場
合
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
は
、
持
ち
運
び
に
便
利
な
ケ
ー
ス
が
た
く
さ
ん
売
ら
れ
て
い

ま
す
し
、小
さ
く
分
解
で
き
る
箸
も
手
に
入
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
も
の
を
利
用
し
な
が
ら
、

「
割
り
箸
を
使
わ
な
い
。」、
で
は
な
く
、「
な
る
べ
く
割
り
箸
を
使
わ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。」

と
呼
び
か
け
る
提
案
が
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　実
際
に
、
自
分
の
箸
を
持
ち
歩
い
て
使
っ
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
自
の
環
境
問
題
へ

の
関
心
が
高
ま
れ
ば
、
さ
ら
に
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
へ
と
興
味
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
に
も

な
り
、
そ
う
い
う
効
果
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　「
ゴ
ミ
の
減
量
の
た
め
に
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」
と
い
う
今
日
の
議
題
か
ら
す
る
と
、

こ
の
班
の
提
案
は
実
行
し
て
み
る
価
値
が
、
十
分
に
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
い
か

が
で
す
か
。

⑧
対
立
す
る
意
見
を
認
め
、
自
分
の
意
見
の
中
に
も

改
善
点
を
見
つ
け
、
新
し
い
意
見
と
し
て
提
案
し

て
い
る
。

⑩
議
題
に
照
ら
し
て
、
こ
こ
ま
で
の
話
し
合
い
が
ど

う
進
ん
で
い
る
の
か
を
、
参
加
者
に
確
認
す
る
よ

う
促
し
て
い
る
。

⑨
出
席
者
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
時
間
内
に
結
論
が
出
る

よ
う
に
努
め
る
こ
と
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

　話
が
関
係
の
な
い
方
向
に
進
ん
だ
り
、
同
じ
内
容

の
繰
り
返
し
に
な
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
適
宜
、

進
行
を
促
す
よ
う
な
発
言
が
望
ま
れ
る
。
司
会
者

が
最
も
そ
の
責
を
担
う
が
、
出
席
者
に
も
そ
れ
は

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　南
田

　司
会

⑴

　上
田
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
の
提
案
に
対
す
る
質
問
や
反
対
意
見
を
考
え
よ
う
。

⑵

　自
分
が
提
案
者
に
選
ば
れ
た
と
し
た
ら
、
ど
ん
な
ふ
う
に
意
見
を
述
べ
る
か
。

　話
題
を
自
由
に
決
め
て
、
提
案
し
よ
う
。
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え
考

よ
う

特
集
平
成
二
十
四
年
度
版
中
学
国
語
教
科
書
の
紹
介

（P.149）

（P.158）

（P.162−163）

（P.158−159）
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【
全
過
程
】

学
年
末
に
活
用
型
の
学
習
を

　

文
章
を
書
く
過
程
を
一
通
り
体
験
し
な
が
ら
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
型
読
解
力
」「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
を
育
む
素
材

　

第
一
学
年　

食
に
関
す
る
図
や
表
な
ど
の
資
料
→
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
。

　

第
二
学
年　
『
コ
ボ
ち
ゃ
ん
』（
植
田
ま
さ
し
）
→
意
見
文
を
書
く
。

　

第
三
学
年　
『
手
紙
』（
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
ア
キ
）
→
批
評
文
を
書
く
。

【
文
章
名
人
】

書
く
活
動
の
過
程
（
五
つ
の
プ
ロ
セ
ス
）
を
焦
点
化

　
「
書
く
こ
と
」
の
指
導
事
項
は
、
文
章
を
書
く
と
き
の
過
程
（
課
題
設
定
・
取

材
―
構
成
―
記
述
―
推
敲
―
交
流
）
に
沿
っ
て
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

見
開
き
で
一
教
材
の
小
教
材
集
「
文
章
名
人
」
で
は
、
教
材
ご
と
に
一
つ
の

過
程
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
こ
で
必
要
な
ス
キ
ル
を
、
言
語
活
動
を
と
お
し
て
身

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

意
欲
や
自
信
を
育
む
工
夫

　

文
章
の
書
き
方
が
わ
か
る
よ
う
に
、
な
る
べ
く
多
く
の
作
文
例
を
掲
載
し
ま

し
た
。
ま
た
、
巻
末
資
料
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
コ
ラ
ム
」

も
充
実
し
て
い
ま
す
（
下
段
参
照
）。

　

さ
ら
に
、
何
が
身
に
つ
い
た
の
か
を
自
覚
で
き
る
よ
う
に
、「
振
り
返
り
」
を

新
設
し
ま
し
た
。

実
生
活
に
生
き
て
は
た
ら
く
国
語
の
力
を

　

国
語
の
学
習
で
身
に
つ
け
た
こ
と
を
、
日
常
生
活
や
社
会
生
活
で
活
用
し
て

い
く
意
識
を
高
め
る
よ
う
に
、「
世
界
へ
は
ば
た
く
翼
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

書
く
こ
と�

書
く
活
動
の
過
程
（
五
つ
の
プ
ロ
セ
ス
）
を
重
視
し
ま
し
た
。
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データベースコラム

伝
統
文
化

読
　
書

学
び
方

言
　
語

話
す・
聞
く

書
　
く

情
　
報

　説
明
や
報
告
な
ど
の
文
章
を
書
く
と
き
は
、
事
実
を
正
確
に
伝

え
る
必
要
が
あ
る
。
次
の
よ
う
な
表
現
を
参
考
に
し
よ
う
。

【
例
１
】
疑
問
や
課
題
を
述
べ
る
と
き

　い
っ
た
い
ど
れ
ほ
ど
の
食
品
が
そ
の
ま
ま
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
か
、

日
本
で
は
そ
ん
な
に
食
料
が
余
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問

が
わ
き
、
調
べ
て
み
た
。 

（
Ｐ
179
）

【
例
２
】
事
実
を
数
値
で
示
す
と
き

　ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
た
も
の
は
約
38
％
を
占し

め
る
こ

と
が
わ
か
る
。 

（
Ｐ
179
）

数
値

　お
よ
そ
〜
。
／
〜
以
上
。
〜
以
下
。
〜
未
満
。

　
　
　／
〜
に
の
ぼ
る
。
／
〜
に
及
ぶ
。

判
断

　〜
で
あ
る
（
で
あ
っ
た
）。
／ 

〜
し
て
い
る
（
し
て
い
た
）。

比ひ

較か
く

　○
と
△
の
共
通
点
は
、
〜
。
／ 

○
と
△
の
相そ

う

違い

点
は
、
〜
。

分
類

　全
体
は
（
〜
で
み
る
と
）、
○
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

選せ
ん

択た
く

　最
も
大
切
な
の
は
、
〜
。
／ 

〜
の
点
で
…
…
が
大
切
で
あ
る
。

順
序

　〜
の
順
に
並
べ
る
と
、
…
…
。

　
　
　〜
は
…
…
の
順
に
な
っ
て
い
る
。

関
係

　〜
が
原
因
で
…
…
と
な
っ
た
。

結
論

　つ
ま
り
（
し
た
が
っ
て
）、
〜
。
／ 

こ
の
よ
う
に
、
〜
。

【
例
３
】
事
実
を
説
明
し
た
り
、
整
理
し
た
り
す
る
と
き

　…
…
日
本
の
自
給
率
を
他ほ
か

の
国
々
と
比ひ

較か
く

す
る
と
、
日
本
は
四
か

国
の
中
で
最
も
低
い
値あ
た
いと
な
っ
て
い
る
。 

（
Ｐ
179
）

課
題

　〜
を
知
り
た
い
と
思
っ
た
。
／ 

〜
を
調
査
（
実
験
）
し
た
。

■
そ
の
他
の
文
型
の
例

■
関
連
す
る
文
型
の
例

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
コ
ラ
ム

15
使
っ
て
み
た
い
表
現
カ
タ
ロ
グ
―
―
事
実
を
正
確
に
伝
え
る
た
め
に

各学年に語彙・文型の一覧を掲載しました。
（P.297）

第
一
学
年
の
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
コ
ラ
ム
」

第
二
学
年
の
「
文
章
名
人
」
の
教
材

第
一
学
年
の
「
全
過
程
」
の
教
材
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文章名人４

推敲のポイント 確認
①言葉づかいは適切か。
②文字は丁

てい

寧
ねい

か。
③伝えたい内容が明確に記されてい
るか。

④挨拶文は季節にふさわしいか。
⑤前文，主文，末文，後付けの形式
に合っているか。

□
□
□

□
□

前文主文末文後付け
〈
手
紙
文
の
一
般
的
な
形
式
と
文
例
〉

　さ
て
、
先
日
は
お
忙
し
い
中
、
職
場
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　初
め
て
レ
ジ
に
入
っ
た
時
は
、
緊き

ん

張ち
ょ
う
の
あ
ま
り
な
か
な
か

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。」
と
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
け
れ
ど

も
、
店
長
さ
ん
に
お
手
本
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
励
ま
し

て
い
た
だ
い
た
り
し
た
お
か
げ
で
、
笑え
が
お顔
で
お
客
さ
ま
に
挨
拶

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　今
回
の
体
験
は
、
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
風か

邪ぜ

な
ど
ひ
か
れ
ま
せ
ん
よ
う
、

お
体
を
大
切
に
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。

敬
具

　
　十
月
十
五
日

朝あ
さ

日ひ

中
学
校

　

山や
ま

下し
た

　愛あ
い

サ
ン
ベ
ー
カ
リ
ー
店
長

福ふ
く

田だ

　真し
ん

治じ

様

拝は
い

啓け
い　さ

わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
日
が
続
き
ま
す
が
、
い
か
が
お
過
ご

し
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

↑
頭
語

　一
般
的
に
は
「
拝
啓
」
を
使
う
。

↑
時
候
の
挨
拶

　季
節
に
合
わ
せ
る
。

↑
安
否
の
挨
拶

　安
否
を
た
ず
ね
る
。

↑
結
び
の
挨
拶

　相
手
の
健
康
を
気
づ
か

う
言
葉
な
ど
。

↑
結
語

　頭
語
に
対
応
し
た
結
語
を
使
う
。

↑
日ひ

付づ
け

　少
し
下
げ
て
書
く
。

↑
署
名

　行
末
か
ら
一
字
分
上
げ
て
書
く
。

↑
あ
て
名

　行
の
先
頭
に
そ
ろ
え
て
書
く
。

↑
起
辞

　「さ
て
」「
と
こ
ろ
で
」
な
ど
。

↑
本
文

　伝
え
た
い
用
件
を
書
く
。

＊
〈
文
例
〉
の
太
字
の
部
分
は
、
1
の

「
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
」
の
メ
モ

に
基
づ
い
て
記
述
し
た
部
分
で
あ

る
。

　封ふ
う

筒と
う

や
は
が
き
の
書
き
方

は
、
306
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
し

よ
う
。
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情報を選び効果的に伝えるには

　・
取
り
上
げ
る
事こ
と

柄が
ら

を
検
討
す
る
。

　・
情
報
を
集
め
、「
情
報
カ
ー
ド
」
に
ま
と
め
る
。

目
的
に
合
っ
た
情
報
を
選
び
、
構
成
を
考
え
る

（
１
）
集
め
た
情
報
を
比ひ

較か
く

し
、
目
的
に
合
っ
た
情
報
を
選
び
出
す

　次
に
示
す
カ
ー
ド
は
、
小
林
さ
ん
が
作
成
し
た
「
情
報
カ
ー
ド
」
の
一
部
で
あ
る
。
小
林
さ
ん
は
「
手

つ
か
ず
の
食
品
を
捨
て
る
」
と
い
う
内
容
に
焦し
ょ
う

点て
ん

を
当
て
た
た
め
、「
食
品
②
」
の
デ
ー
タ
を
使
っ
た
。

　
　
　
　
　

 

小
林
さ
ん
が
「
食
品
①
」
と
「
食
品
③
」
の
デ
ー
タ
を
用
い
な
か
っ
た
理
由
を
考
え
よ
う
。

２食品①

食品②

食品③

○ホームページのタイトル：
「生ごみについて考えよう」

○わかったこと：
　・京

きょう

都
と

市で家庭ごみの調査を実
じっ

施
し

。

　・「手をつけていない食料品」が，家庭の台所から出たごみ
の約22 ％

パーセント

を占
し

めるそうだ。
《出典》http://www.○○○（※個人のホームページ）

2013年1月11日

2013年1月15日

2013年1月18日

家庭の台所から出た生ごみの内訳（単位：湿
しつ

重量%）

食品産業の食品廃
はい

棄
き

物の年間発生量と，家庭の生ごみの年間
発生量の推計（平成１８年度）

《出典》京都市環
かん

境
きょう

政策局「平成１９年度　家庭ごみ細組成調査報告
書」（※当時は京都市環境局）

《出典》食品産業は農林水産省の資料，家庭は環境省の資料。
（※ただし，単位をそろえた。）

①調理くず
　47.6%

②食べ残し15.7%

③手をつけて
　いない食料品
　22.2%

④食品外，水分
　14.5%

0

200

400

600

800

1000

1200（万ｔ）

495
74 262 304

1034

A B C D E

◇情報の分類・整理◇
⑴「情報カード」をテーマごとにまとめる。
⑵ 集めた情報の中で，書きたい内容と合
わないものははずす。

⑶ 類似したデータは，出典，調査者，調
査の内容などが明確で，信

しん

頼
らい

性の高い
ほうを使用する。

参
照

Ｐ
290

参
照

Ｐ
299

え
考

よ
う

構

　成

①の例
野菜の芯

しん

，
果実の種など。

④の例
ティーバッグ，
茶がらなど。

5 

A：食品製造業

B：食品卸
おろし

売
うり

業

C：食品小
こ

売
うり

業

D：外食産業

E：家庭の生ごみ

今ここを
学習しています！
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文
章
名
人
相
手
意
識
4

感
謝
の
気
持
ち
を
形
に
す
る
に
は

│
社
会
生
活
に
必
要
な
手
紙
を
書
く

│
　＊
手
紙
文
の
形
式
が
も
つ
意
味
を
考
え
よ
う
。

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、
礼
状
を
書
き
、
推
敲
す
る

　手
紙
文
の
形
式
を
ふ
ま
え
、
礼
状
を
書
き
、
次
の
ペ
ー
ジ
の

「
推
敲
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
従
っ
て
推
敲
し
よ
う
。

　職
場
体
験
な
ど
の
あ
と
に
は
、
お
世
話
に
な
っ
た
か
た
に
、
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
大
切
だ
。
こ
こ
で
は
、
手
紙
文
の

一い
っ

般ぱ
ん

的
な
形
式
を
ふ
ま
え
、
礼
状
を
書
き
、
推
敲
し
よ
う
。

伝
え
た
い
内
容
を
具
体
的
に
表
現
す
る

　感
謝
の
気
持
ち
を
具
体
的
に
伝
え
る
た
め
に
、
職
場
体
験
を
振

り
返
り
、「
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
」
を
メ
モ
に
ま
と
め
よ
う
。

〈
例
〉・
店
長
さ
ん
が
挨あ
い

拶さ
つ

の
お
手
本
を
見
せ
て
く
れ
た
。

　
　・
挨
拶
が
で
き
る
よ
う
に
励
ま
し
て
く
れ
た
。

手
紙
文
の
一
般
的
な
形
式
を
ふ
ま
え
る

　一
般
に
手
紙
文
は
、
前
文
、
主
文
、
末
文
、
後
付
け
か
ら
構
成

さ
れ
る
。「
主
文
」
に
い
ち
ば
ん
伝
え
た
い
こ
と
を
書
く
。

１２

３
世
界
へ
は
ば
た
く
翼

◎
「
推
敲
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
従
っ
て
手
紙
文
を
見
直
せ
た
か
。 

□

◎
伝
え
た
い
こ
と
を
手
紙
文
の
中
で
表
現
で
き
た
か
。 

□

　こ
こ
で
学
習
し
た
こ
と
を
、
日
常
生
活
や
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
な
ど
で
、
手
紙
文
を
書
く
と
き
に
役
立
て
よ
う
。

5 10
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全
過
程

情
報
を
選
び
効
果
的
に
伝
え
る
に
は

│
│
図
表
を
用
い
た
説
明
│
│

　調
べ
た
こ
と
の
中
か
ら
必
要
な
情
報
を
選
び
、
相
手
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ

う
か
。
こ
こ
で
は
、
情
報
の
選
び
方
や
レ
ポ
ー
ト
の
形
式
に
つ
い
て
学
び
、
調
べ
た
こ
と
を
、
図
表
を
用
い
た
文

章
に
ま
と
め
よ
う
。

　小こ

林ば
や
し

景け
い

子こ

さ
ん
の
学
級
で
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
、「
食
を
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
小
林
さ
ん
は
、
家
庭
の
台
所
か
ら
多
く
の
食
品
が
手
つ
か
ず
の
ま
ま
捨
て
ら
れ
て
い

る
と
い
う
新
聞
記
事
を
読
ん
で
大
変
驚お
ど
ろ

き
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
こ
と
に
し
た
。

　
　◆
目
的
に
合
っ
た
情
報
を
選
び
、
レ
ポ
ー
ト
の
形
式
を
ふ
ま
え
て
、
文
章
を
組
み
立
て
る
。

　
　●
数
値
の
示
し
方
や
、
図
表
の
示
し
方
、
列
挙
の
仕
方
な
ど
を
理
解
す
る
。

　
　◇
図
表
を
用
い
た
説
明
の
仕
方
に
つ
い
て
理
解
し
、
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
。

テ
ー
マ
を
決
め
て
、
情
報
を
集
め
る

　・
何
の
た
め
に
書
く
の
か
（
目
的
意
識
）、
読
み
手
は
誰だ
れ

か
（
相
手
意
識
）
を
明
確
に
す
る
。

課

題

目

標

学
習
で
身
に
つ
け
た
い
こ
と

１

課
題
設
定
・
取
材

5 10

「振り返り」の例作文例をなるべく多く掲載しました。

タイトル部分から，学習内容，指導事項，言語活動がわかります。
（P.182−183）

「考えよう」をとおして「思考力・判断力・表現力」を育成します。

今ここを
学習しています！

182

文
章
名
人
相
手
意
識
4

感
謝
の
気
持
ち
を
形
に
す
る
に
は

│
社
会
生
活
に
必
要
な
手
紙
を
書
く

│
　＊
手
紙
文
の
形
式
が
も
つ
意
味
を
考
え
よ
う
。

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、
礼
状
を
書
き
、
推
敲
す
る

　手
紙
文
の
形
式
を
ふ
ま
え
、
礼
状
を
書
き
、
次
の
ペ
ー
ジ
の

「
推
敲
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
従
っ
て
推
敲
し
よ
う
。

　職
場
体
験
な
ど
の
あ
と
に
は
、
お
世
話
に
な
っ
た
か
た
に
、
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
大
切
だ
。
こ
こ
で
は
、
手
紙
文
の

一い
っ

般ぱ
ん

的
な
形
式
を
ふ
ま
え
、
礼
状
を
書
き
、
推
敲
し
よ
う
。

伝
え
た
い
内
容
を
具
体
的
に
表
現
す
る

　感
謝
の
気
持
ち
を
具
体
的
に
伝
え
る
た
め
に
、
職
場
体
験
を
振

り
返
り
、「
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
」
を
メ
モ
に
ま
と
め
よ
う
。

〈
例
〉・
店
長
さ
ん
が
挨あ
い

拶さ
つ

の
お
手
本
を
見
せ
て
く
れ
た
。

　
　・
挨
拶
が
で
き
る
よ
う
に
励
ま
し
て
く
れ
た
。

手
紙
文
の
一
般
的
な
形
式
を
ふ
ま
え
る

　一
般
に
手
紙
文
は
、
前
文
、
主
文
、
末
文
、
後
付
け
か
ら
構
成

さ
れ
る
。「
主
文
」
に
い
ち
ば
ん
伝
え
た
い
こ
と
を
書
く
。

１２

３
世
界
へ
は
ば
た
く
翼

◎
「
推
敲
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
従
っ
て
手
紙
文
を
見
直
せ
た
か
。 

□

◎
伝
え
た
い
こ
と
を
手
紙
文
の
中
で
表
現
で
き
た
か
。 

□

　こ
こ
で
学
習
し
た
こ
と
を
、
日
常
生
活
や
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
な
ど
で
、
手
紙
文
を
書
く
と
き
に
役
立
て
よ
う
。

5 10

「世界へはばたく翼」の例

特
集
平
成
二
十
四
年
度
版
中
学
国
語
教
科
書
の
紹
介

（P.176−177）
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の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
生
活
の
中
で
読
め
て
い
る
と
思
っ

て
い
る
複
合
的
メ
デ
ィ
ア
の
工
夫
や
し
か
け
を
、
客
観
視
す
る
ほ
ど
に
は
理
解

で
き
て
い
な
い
、
情
報
を
一
方
的
に
受
け
止
め
て
い
る
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
で
は
、
情
報
が
氾
濫
す
る
社
会
の
中
で
豊
か
に
生
活
す
る
こ
と
に
困

難
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア
教
育
の
必
要
性
は
、
戦
後
ま
も
な
く
の
学
習
指
導
要
領

試
案
に
も
盛
り
こ
ま
れ
、
ま
た
、
テ
レ
ビ
が
普
及
し
始
め
る
時
代
か
ら
の
視
聴

覚
教
育
の
側
面
か
ら
も
い
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
定
着
は
せ
ず
、
近

年
で
は
、
一
九
九
五
年
以
降
の
家
庭
用
パ
ソ
コ
ン
の
普
及
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
情
報
の
扱
い
が
課
題
と
な
り
、
再
び
声
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
。
そ
の

頃
は
、
情
報
活
用
能
力
の
育
成
と
い
う
よ
う
に
、「
メ
デ
ィ
ア
」
で
は
な
く
「
情

報
」
と
い
う
概
念
が
多
く
使
わ
れ
、
国
語
科
教
科
書
の
単
元
の
中
に
も
「
情
報

活
用
」
を
明
記
し
た
も
の
が
増
え
、「
メ
デ
ィ
ア･

リ
テ
ラ
シ
ー
」
と
い
う
文
言	

も
登
場
し
た
。
と
は
い
え
、
多
く
は
「
説
明
的
文
章
」
の
形
式
で
提
示
さ
れ
、	

複
合
的
な
メ
デ
ィ
ア
を
学
ぶ
こ
と
は
全
面
に
押
し
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
調
査
が
、読
解
力（Reading	literacy

）の
定
義
を
「
自	

ら
の
目
標
を
達
成
し
、
自
ら
の
知
識
と
可
能
性
を
発
達
さ
せ
、
効
果
的
に
社
会

に
参
加
す
る
た
め
に
、
書
か
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
理
解
し
、
利
用
し
、
熟
考
し
、
こ

れ
に
取
り
組
む
能
力
」と
し
、社
会
と
の
関
わ
り
を
意
識
し
た
「
複
合
型
テ
キ
ス

一　

国
語
科
で
な
ぜ
メ
デ
ィ
ア
教
育
を
扱
う
の
か

　

国
語
科
に
お
け
る
「
読
む
こ
と
」
の
対
象
は
、
長
ら
く
「
文
字
」
に
限
定
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
の
生
活
や
、
教
室
の
中
で
も
、「
文
字
」
だ
け
で

構
成
さ
れ
た
も
の
を
読
む
こ
と
は
少
な
い
。
町
で
見
か
け
る
看
板
や
ポ
ス
タ
ー
、

一
般
書
籍
や
教
科
書
の
紙
面
、
テ
レ
ビ
番
組
、
そ
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世

界
も
、
文
章
、
図
表
、
写
真
、
挿
絵
、
音
楽
、
動
画
と
の
組
み
合
わ
せ
で
レ
イ

ア
ウ
ト
さ
れ
て
い
る
複
合
的
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
通

常
、
あ
る
程
度
の
年
齢
を
経
て
い
る
場
合
、
我
々
は
そ
れ
ら
の
「
意
味
」
を
無

意
識
に
読
み
取
り
、
理
解
し
て
い
る
。
新
聞
記
事
の
第
一
面
に
大
見
出
し
と
写

真
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
を
結
び
つ
け
状
況
を
理
解
す
る
し
、
ド
ラ
マ
で
交
互
に

登
場
人
物
が
映
し
出
さ
れ
台
詞
を
話
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
二
人
が
向
き
合
い
会

話
し
て
い
る
と
理
解
す
る
。

　

で
は
、
実
際
に
自
ら
ポ
ス
タ
ー
を
作
る
と
き
、
新
聞
を
作
る
と
き
、
学
校
紹

介
ビ
デ
オ
を
作
る
と
き
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
な
ど
す
る
と
き
に
、
ど
れ
く
ら
い
意
図
的
に
効
果
的
な
も
の
を
制
作
す
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
ど
う
す
れ
ば
観
て
い
る
人
に
伝
わ
る
か
を
考
え
な
が

ら
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
多
く
の
学
習
者
に
と
っ
て
、

意
図
的
に
表
現
す
る
（
意
味
を
作
り
出
す
）
方
法
を
学
ぶ
機
会
は
少
な
か
っ
た

日
常
の
話
題
か
ら
言
葉
へ
の
興
味
・
関
心
を

　

読
む
こ
と
の
教
材
間
に
コ
ラ
ム
（「
言
葉
の
き
ま
り
の
学
習
」）
を
設
け
ま
し

た
。
中
学
生
の
ハ
ル
と
ア
キ
、
博
士
に
よ
る
会
話
形
式
の
コ
ラ
ム
を
読
む
こ
と

で
、
日
常
の
話
題
か
ら
言
葉
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
も
ち
、
文
法
の
本
教
材

の
学
習
へ
進
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
（
下
段
参
照
）。

「
暗
記
」
か
ら
「
考
え
る
」
学
習
へ

　
「
確
か
め
よ
う
」「
考
え
よ
う
」「
課
題
」
な
ど
を
適
宜
設
け
、
課
題
解
決
型	

の
学
習
を
と
お
し
て
、
文
法
の
力
を
育
む
よ
う
に
し
ま
し
た
。

敬
語
に
お
け
る
「
習
得
」
と
「
活
用
」

　

第
二
学
年
で
「
敬
語
」
の
理
解
を
確
実
な
も
の
に
し
、
第
三
学
年
で
は
、
日

常
の
場
面
を
想
定
し
た
活
動
や
、「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
と
の
関
連
学
習
な

ど
に
よ
っ
て
、
敬
語
を
使
い
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

国
語
の
特
質
（
言
語
）�

日
常
の
話
題
か
ら
言
葉
に
つ
い
て
考
え
る
教
材
に
し
ま
し
た
。

・・・・5 ・・・・10・・・・15
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　ず
る
い
か
ず
る
く
な
い
か
な
ん
て
、
わ
し
に
は
決
め
ら
れ
ん
よ
。
み
ん
な
も
そ
う
思
う

じ
ゃ
ろ
？

　さ
あ
て
、
そ
れ
で
は
、
名
詞
や
動
詞
の
ほ
か
に
、
単
語
に
は
ど
う
い
う
も
の
が
あ
る
か
を
、

こ
れ
か
ら
学
習
し
よ
う
。
性
質
や
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
分
け
て
い
く
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
そ

の
分
け
方
に
注
目
し
よ
う
。

◉
自
立
語
と
付
属
語 

▼
▼
▼

 
 

次
の
│
│
線
の
単
語
を
、
そ
れ
だ
け
で
文
節
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
、
そ

れ
だ
け
で
は
文
節
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
に
分
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

ア 

駅

─

に
行
く
。 

イ

　考
え
て

─

く
れ
。

ウ 

美

─
─
─し

い
。 

エ

　私わ
た
しの
だ

─

。

オ 

お
も
し
ろ
い
ね

─

。 

カ

　こ

─
─

の
本
は
読
ん
だ
。

キ 

し

─
─
─か

し
、
困
っ
た
。 

ク

　う

─
─

ん
、
わ
か
っ
た
。

ケ 

考
え
ま

─
─

す
。

自
立
語
と
付
属
語

考
え
よ
う

自
立
語

単
独
で
文
節
を

つ
く
る
こ
と
が

で
き
る
。

一
文
節
に
必
ず

一
つ
あ
る
。

い
つ
も
文
節
の

頭
に
く
る
。

付
属
語

単
独
で
文
節
を

つ
く
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

一
文
節
に
な
い

こ
と
も
あ
り
、

一
つ
ま
た
は
二

つ
以
上
あ
る
こ

と
も
あ
る
。

必
ず
自
立
語
の

下
に
く
る
。

言
葉
の
き
ま
り
の
学
習
3

単
語
の
い
ろ
い
ろ

・・・・５・・・・１０・・・・１５・・・
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言葉のきまりの学習③

は
ん
を
炊
け
」
の
「
炊
け
」
は
よ
く
な
い
の
か
な
。

ア
キ

　「炊
け
」
だ
っ
た
ら
、「
炊
く
」
と
か
「
炊
け
」
と
か
、
い

ろ
い
ろ
形
が
変
わ
っ
て
、
一
つ
の
言
葉
で
た
く
さ
ん
で
き
て

し
ま
う
か
ら
、
ず
る
い
ん
で
す
。

博
士

　で
は
、
植
物
の
「
竹
」
は
？

ア
キ

　こ
れ
は
形
が
変
わ
り
ま
せ
ん
。

博
士

　そ
の
と
お
り
。
つ
ま
り
、
単
語
に
は
形
の
変
わ
る
も
の
と

変
わ
ら
な
い
も
の
と
が
あ
る
ん
だ
な
。
植
物
の
「
竹
」
な
ど

は
、
も
の
の
名
前
を
表
し
て
、
形
が
変
わ
ら
な
い
。
こ
う
い

う
単
語
を
名
詞
と
い
う
ん
だ
。

ハ
ル

　博
士
、「
ご
は
ん
を
炊
け
」
の
「
炊
け
」
は
何
で
す
か
。

博
士

　そ
れ
は
動
詞
と
い
う
。
単
語
に
は
、
名
詞
や
動
詞
の
他ほ

か

に

も
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
る
か
ら
調
べ
て
ご
ら
ん
。

ア
キ

　と
こ
ろ
で
博
士
、
ハ
ル
は
ず
る
い
ん
で
す
か
、
ず
る
く
な

い
ん
で
す
か
？

　
　「言
葉
の
き
ま
り
③
」
の
「
単
語
の
い
ろ
い
ろ
」（
２１４
ペ
ー
ジ
）

を
学
習
し
ま
し
ょ
う
。

ハ
ル

　た
け
。

ア
キ

　け
さ
。

ハ
ル

　さ
か
。

ア
キ

　か
た
。

ハ
ル

　た
け
。

ア
キ

　あ
れ
、「
た
け
」
は
最
初
に
言
っ
た
じ
ゃ
な
い
。

ハ
ル

　最
初
の
「
た
け
」
は
、植
物
の
「
竹
」
で
、今
度
の
は
「
ご

は
ん
を
炊た

け
」
の
「
炊
け
」
だ
よ
。

ア
キ

　え
、「
炊
け
」
で
す
っ
て
。「
炊
く
」
で
も
ず
る
い
し
、「
炊

け
」
っ
て
い
う
の
は
、
も
っ
と
ず
る
い
。

ハ
ル

　ず
る
い
っ
て
、
そ
ん
な
ル
ー
ル
は
、
初
め
か
ら
決
め
て
な

か
っ
た
じ
ゃ
な
い
か
。

博
士

　わ
っ
は
っ
は
。
ど
う
だ
い
。
し
り
と
り
っ
て
、
案
外
、
難

し
い
も
ん
じ
ゃ
ろ
う
。

ア
キ

　博
士
も
、
ハ
ル
の
こ
と
、
ず
る
い
と
思
い
ま
す
よ
ね
。

博
士

　さ
て
、
そ
こ
だ
。
な
ぜ
、
植
物
の
「
竹
」
は
よ
く
て
、「
ご

考えながら，系統的な文法の学習を
行っていきます。（P.214）

日常の話題から言葉への興味・関心
を育みます。（P.123）

第
一
学
年
の
本
教
材
（「
言
葉
の
き
ま
り
③
　
単
語
の
い
ろ
い
ろ
」）

第
一
学
年
の
コ
ラ
ム
（「
言
葉
の
き
ま
り
の
学
習
③
」）

ハルとアキ

国
語
科
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
教
育
の
意
義

佐
賀
大
学
文
化
教
育
学
部
准
教
授　

羽は

田だ　

潤じ
ゅ
ん　

連
載
1

特
集
平
成
二
十
四
年
度
版
中
学
国
語
教
科
書
の
紹
介
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力
を
育
む
。
こ
の
言
語
化
す
る
作
業
を
行
う
う
え
で
重
要
な
過
程
が
、
発
信
者

（
制
作
者
）の
立
場
に
な
る
と
い
う
手
法
で
あ
る
。
実
際
に
自
分
で
写
真
を
撮
る
、

自
分
で
絵
を
描
く
と
い
っ
た
こ
と
が
で
き
れ
ば
理
想
で
は
あ
る
が
、
国
語
科
で

行
う
に
は
限
界
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
新
版
教
科
書
の
「
メ
デ
ィ
ア
と
表
現
」
の

第
一
学
年
で
は
、
詩
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
る
場
面
を
設
定
し
、
写
真
と
詩
の
組
み

合
わ
せ
に
つ
い
て
考
え
る
と
い
う
か
た
ち
で
、
制
作
者
の
側
に
立
た
せ
る
の
で

あ
る
（
P.
９
参
照
）。
写
真
が
発
す
る
意
味
は
何
か
、
詩
は
何
を
伝
え
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
は
ど
う
い
う
相
乗
効
果
を
生
み
出
す
の
か
、

と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

メ
デ
ィ
ア
学
習
の
基
本
構
成
に
は
、「
メ
デ
ィ
ア
の
基
本
特
性
に
つ
い
て
知

る
→
メ
デ
ィ
ア
の
基
本
特
性
に
基
づ
き
、
表
現
活
動
を
行
う
→
他
者
と
自
分
と

の
表
現
を
比
較
す
る
→
他
者
の
表
現
を
評
価
す
る
→
プ
ロ
の
表
現
と
自
分
と
の

表
現
を
比
較
す
る
→
プ
ロ
の
表
現
を
評
価
す
る
→
自
分
の
表
現
を
自
己
評
価
す

る
」
と
い
っ
た
、
社
会
を
知
り
、
自
己
を
知
る
と
い
う
一
定
の
パ
タ
ー
ン
が
あ

る
。
し
か
し
、
全
て
が
そ
の
形
式
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
学
習
の
段
階
、
教
室

の
状
況
に
合
わ
せ
た
か
た
ち
で
学
習
活
動
を
組
織
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

次
に
、
各
学
年
の
「
メ
デ
ィ
ア
と
表
現
」
に
つ
い
て
一
覧
表
で
示
す
。
ま
た
、

新
版
教
科
書
の
巻
末
の
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
コ
ラ
ム
」
に
は
、
さ
ら
に
深
く
学
ぶ

た
め
に
、
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
が
解
説
さ
れ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
活
用
す
る
と
さ

ら
に
効
果
的
で
あ
る
。
こ
ち
ら
に
つ
い
て
も
一
覧
表
の
中
に
示
し
て
お
く
。

【
第
一
学
年
】

●
メ
デ
ィ
ア
と
表
現
『
写
真
と
言
葉
が
生
み
出
す
世
界
―
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ

　
「
言
語
活
動
の
充
実
」に
つ
い
て
は
、本
年
一
月
中
旬
に
新
た
に
具
体
的
な
提

案
が
文
部
科
学
省
か
ら
提
示
さ
れ
た（
現
時
点
で
は
小
学
生
版
の
み
）。
そ
れ
ら

を
見
る
限
り
、
こ
れ
ま
で
各
学
級
で
行
わ
れ
て
き
た
学
習
と
特
に
変
わ
る
も
の

は
な
い
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
、「
充
実
」
さ
せ
る
た
め
の
動
機
の
設
定
に
大
い

な
る
工
夫
が
見
ら
れ
た
。
メ
デ
ィ
ア
学
習
の
特
徴
は
、
学
習
者
の
動
機
を
明
確

に
設
定
で
き
る
点
に
も
あ
る
。
発
信
者
側
に
立
た
せ
る
こ
と
で
、
受
け
手
側
を

満
足
さ
せ
る
と
い
う
目
的
が
生
じ
る
。
表
現
は
、
受
け
止
め
る
人
が
い
て
初
め

て
表
現
と
し
て
成
立
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
表
現
活
動
の
多
く
は
、
教
師
の
み
が

評
価
者
と
な
り
、
そ
れ
に
向
け
て
表
現
す
る
場
面
が
多
く
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

メ
デ
ィ
ア
学
習
で
は
、
ク
ラ
ス
の
皆
を
受
け
手
と
い
う
評
価
者
と
し
て
巻
き
込

む
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
教
師
の
立
ち
位
置
は
、
そ
の
評
価
を
専
門
的
に
す
る

た
め
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
ま
た
は
、
最
終
決
定
権
を
も
つ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
や

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
で
あ
る
。
教
室
を
ひ
と
つ
の
審
査
会
場
と
し
て
演
出
し
て
い
く

こ
と
も
、
体
験
型
の
メ
デ
ィ
ア
学
習
だ
か
ら
こ
そ
可
能
で
あ
る
と
い
え
る
。

四　

メ
デ
ィ
ア
の
学
習
活
動

　

そ
も
そ
も
メ
デ
ィ
ア
と
は
何
か
。
辞
書
的
に
は
「
媒
体
」
で
あ
る
。
先
の
高

等
学
校
学
習
指
導
要
領
の
文
言
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、「
文
字
」
も
ま
た

メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
い
う
な
ら
ば
、「
空
気
」
も
メ
デ
ィ
ア
で
あ
ろ
う
。
国
語

科
で
扱
う
の
は
、
そ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
「
意
味
」
で
あ

る
。
写
真
も
絵
画
も
、
観
て
い
る
者
は
そ
こ
に
意
味
を
見
い
だ
す
。
曖
昧
な
印

象
と
し
て
心
の
内
に
残
す
と
い
う
観
賞
法
も
あ
る
が
、
国
語
科
で
は
、
そ
の
見

い
だ
し
た
意
味
を
言
語
化
す
る
作
業
を
と
お
し
て
、
印
象
を
言
葉
に
変
換
す
る

身
に
つ
け
る
う
え
で
、
言
語
活
動
例
と
し
て
、「
図
表
」、「
新
聞
」、「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
」、「
報
道
」
な
ど
、
複
合
メ
デ
ィ
ア
が
読
解
の
対
象
と
し
て
含
ま
れ
て

お
り
、
こ
う
し
た
言
語
活
動
を
支
え
る
た
め
の
基
礎
・
基
本
を
育
む
た
め
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
メ
デ
ィ
ア
特
性
を
学
ぶ
た
め
の
メ
デ
ィ
ア
学
習
が
必
要
と
な
る
。

第
一
学
年　
「
読
む
こ
と
」
の
言
語
活
動
例

イ　

文
章
と
図
表
な
ど
と
の
関
連
を
考
え
な
が
ら
、説
明
や
記
録
の
文
章
を

読
む
こ
と
。

第
二
学
年　
「
読
む
こ
と
」
の
言
語
活
動
例

ウ　

新
聞
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、学
校
図
書
館
等
の
施
設
な
ど
を
活
用
し
て

得
た
情
報
を
比
較
す
る
こ
と
。

第
三
学
年　
「
読
む
こ
と
」
の
言
語
活
動
例

イ　

論
説
や
報
道
な
ど
に
盛
り
込
ま
れ
た
情
報
を
比
較
し
て
読
む
こ
と
。

三　

体
験
型
の
メ
デ
ィ
ア
教
育
の
必
要
性

　

メ
デ
ィ
ア
教
育
に
お
い
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
自
分
が
ど
の
よ
う
な
受
け

手
（
消
費
者
）
で
あ
る
の
か
を
客
観
視
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
発
信

者
側
（
制
作
者
側
）
を
体
験
す
る
体
験
型
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
学
習
が
最
も

効
果
的
だ
と
考
え
る
。
平
成
二
十
四
年
度
版
の
新
版
教
科
書
で
は
、
活
動
し
な

が
ら
学
習
で
き
る
「
メ
デ
ィ
ア
と
表
現
」
と
い
う
単
元
を
用
意
し
て
い
る
。
メ

デ
ィ
ア
の
表
現
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、
メ
デ
ィ
ア
を
表
現
す
る
方
法
に
つ

い
て
学
ぶ
単
元
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
新
学
習
指
導
要
領
が
示
す
「
言
語
活
動
の

充
実
」
に
直
結
す
る
単
元
で
も
あ
る
。　

ト
」（
図
表
等
が
含
ま
れ
た
テ
キ
ス
ト
）を
問
い
と
し
て
扱
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て

状
況
は
大
き
く
動
く
。
日
本
の
読
解
力
低
下
の
問
題
を
受
け
、
新
学
習
指
導
要

領
が
課
題
解
決
型
の
「
言
語
活
動
の
充
実
」
を
打
ち
出
し
た
。
よ
り
日
常
生
活
、

社
会
生
活
を
意
識
し
た
言
語
活
動
を
提
示
し
、
生
活
に
つ
な
が
る
言
葉
の
力
を

育
む
方
針
が
強
く
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
Ｂ
問
題

（
活
用
を
問
う
問
題
）
に
「
複
合
型
テ
キ
ス
ト
」
が
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
も
、

社
会
生
活
で
接
す
る
「
メ
デ
ィ
ア
」
を
国
語
科
の
学
習
対
象
と
し
て
取
り
入
れ
、

「
生
き
て
は
た
ら
く
国
語
の
力
」
を
育
成
し
よ
う
と
の
意
図
か
ら
で
あ
る
。

　

く
わ
え
て
、
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
は
、
国
語
総
合
「
Ｃ　

読
む
こ
と
」

の
言
語
活
動
例
と
し
て
「
イ　

文
字
、
音
声
、
画
像
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ

て
表
現
さ
れ
た
情
報
を
、
課
題
に
応
じ
て
読
み
取
り
、
取
捨
選
択
し
て
ま
と
め

る
こ
と
。」、
現
代
文
Ｂ
の
言
語
活
動
例
に
は
「
ウ　

伝
え
た
い
情
報
を
表
現
す

る
た
め
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
文
字
、
音
声
、
画
像
な
ど
の
特
色
を
と
ら
え
て
、

目
的
に
応
じ
た
表
現
の
仕
方
を
考
え
た
り
創
作
的
な
活
動
を
行
っ
た
り
す
る
こ

と
。」
と
あ
り
、「
メ
デ
ィ
ア
」
と
い
う
文
言
を
使
い
な
が
ら
、
読
解
・
表
現
に

つ
い
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
中
学
校
学
習
指
導
要
領
に
「
メ
デ
ィ
ア
」
の
文
言

は
登
場
し
な
い
が
、
国
語
科
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
学
習
は
、
今
と
い
う
時
代
に

生
き
る
学
習
者
に
と
っ
て
、
国
や
社
会
が
求
め
る
複
合
的
メ
デ
ィ
ア
に
対
応
で

き
る
国
語
力
を
育
む
た
め
に
必
要
な
の
で
あ
る
。

二　

新
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
位
置
づ
け

　

先
述
し
た
よ
う
に
、中
学
校
学
習
指
導
要
領
に
は
「
メ
デ
ィ
ア
」
の
文
言
は
な

い
。
し
か
し
、
次
に
示
す
よ
う
に
、
読
書
と
情
報
活
用
に
関
す
る
指
導
事
項
を
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「
論
理
的
に
考
え
る
能
力
」
を
ど
う
鍛
え
る
か

●
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
コ
ラ
ム

　

・
見
つ
め
る
新
聞
広
告
…
人
物
写
真
を
使
っ
た
新
聞
広
告
の
効
果
に
つ
い
て

解
説
。

五　

評
価
に
つ
い
て

　

表
現
活
動
を
重
視
す
る
メ
デ
ィ
ア
学
習
で
は
、
表
現
さ
れ
た
も
の
を
ど
の
よ

う
に
評
価
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
声
を
よ
く
聞
く
。
こ
れ
は
、
例
え

ば
、
詩
の
ポ
ス
タ
ー
を
実
際
に
作
っ
た
場
合
に
、
そ
の
ポ
ス
タ
ー
を
ど
の
よ
う

に
評
価
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。

　

新
版
教
科
書
の
第
一
学
年
で
は
、
同
一
の
詩
に
異
な
る
写
真
を
組
み
合
わ
せ

た
四
種
類
の
ポ
ス
タ
ー
を
提
示
し
、「
あ
な
た
の
心
に
い
ち
ば
ん
ぴ
っ
た
り
く

る
詩
の
ポ
ス
タ
ー
は
ど
れ
で
す
か
。
ペ
ア
に
な
っ
て
、
そ
の
理
由
を
話
し
合
い

ま
し
ょ
う
。」
と
い
う
活
動
を
設
け
た（
P.
９
参
照
）。
こ
の
場
合
は
、
根
拠
を
示

し
な
が
ら
自
分
の
意
見
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
評
価
の
対
象
と
な
る
。

ま
た
、
積
極
的
に
話
し
合
え
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
、「
関
心
・
意
欲
・
態

度
」
も
評
価
対
象
と
な
る
。
実
際
に
詩
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
ら
せ
、
そ
れ
を
評
価

対
象
に
し
た
い
場
合
は
、
な
ぜ
そ
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ
た
か
の
理
由
を
書
か
せ
、

根
拠
を
示
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
Ｂ
基
準
と
設
定
す
る
の
も
ひ
と
つ
の
方
法
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
詩
と
写
真
の
組
み
合
わ
せ

が
真
に
効
果
的
で
あ
る
か
ど
う
か
を
評
価
す
る
こ
と
が
学
習
者
の
表
現
力
向
上

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
明
ら
か
に
効
果
的
で
は
な
い
組
み
合
わ
せ
を
「
諾
」

と
し
て
し
ま
っ
て
は
、
メ
デ
ィ
ア
学
習
の
意
味
は
な
い
。	

（
次
号
に
続
く
。）

シ
ー
入
門
』

　
学
習
目
標
「
言
語
表
現
と
映
像
表
現
の
相
互
作
用
に
注
目
し
よ
う
。」

　

学
習
活
動

　

・「
ボ
タ
ン
」を
読
み
、写
真
と
詩
の
組
み
合
わ
せ
の
効
果
に
つ
い
て
考
え
る
。

　

・「
カ
メ
ラ
が
見
つ
め
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」
を
読
み
、
写
真
と
文
章
が
関
わ

り
合
う
と
き
の
効
果
に
つ
い
て
考
え
る
。

●
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
コ
ラ
ム

　

・
ウ
ェ
ブ
ニ
ュ
ー
ス
を
読
む
…
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
の
し
か
け
に
つ
い
て
解
説
。

　

・
瞬
間
を
切
り
取
る
…
写
真
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
に
つ
い
て
解
説
。

【
第
二
学
年
】

●
メ
デ
ィ
ア
と
表
現
『
物
語
を
読
み
解
く
―
メ
デ
ィ
ア
の
解
釈
』

　

学
習
目
標
「
言
語
表
現
を
映
像
表
現
に
変
換
し
よ
う
。」

　

学
習
活
動

　

・
さ
ま
ざ
ま
な
活
字
作
品
の
映
像
化
に
つ
い
て
考
え
る
。

　

・「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
の
映
像
化
を
と
お
し
て
、
作
品
を
改
め
て
解
釈
す
る
。

●
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
コ
ラ
ム

　

・
三
つ
の
Ｃ
と
三
つ
の
Ｓ
…
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
映
像
効
果
に
つ
い
て
解
説
。

　

・
物
語
世
界
へ
と
誘
う
し
か
け
…
映
像
の
冒
頭
部
の
し
か
け
に
つ
い
て
解
説
。

【
第
三
学
年
】

●
メ
デ
ィ
ア
と
表
現
『
情
報
を
編
集
す
る
し
か
け
―
メ
デ
ィ
ア
に
ひ
そ
む
意
図
』

　

学
習
目
標
「
同
一
の
新
聞
記
事
・
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
を
比
べ
て
読
も
う
。」

　

学
習
活
動

　

・
皆
既
日
食
の
報
道
を
素
材
に
、
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
番
組
を
制
作
す
る
。

が
ら
、『
な
ん
か
う
そ
臭
い
』『
こ
の
筆
者
の
言
い
方
に
腹
が
立
つ
』
な
ど
と

発
言
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
意
見
が
出
た
ら
し
め
た
も
の
で
、

『
ど
の
意
見
が
う
そ
臭
く
思
え
た
の
？
』『
ど
の
こ
と
ば
に
腹
が
立
っ
た
の
？
』

な
ど
と
確
認
し
つ
つ
、
文
章
を
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
で
再
度
分
析
し
て
い
く
の

で
す
。

　

―
―
中
略
―
―
そ
の
積
み
重
ね
が
、
生
徒
の
認
識
を
深
め
る
た
め
の
読
み

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」

　

そ
し
て
大
山
氏
は
、「
筆
者
の
書
い
て
い
る
内
容
を
理
解
す
る
に
と
ど
め
る
の

で
は
な
く
、生
徒
の
感
情
も
入
れ
な
が
ら
読
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。」

と
結
ん
で
い
る
。

　

思
考
は
真
空
の
中
で
行
わ
れ
る
の
で
は
な
い
。
私
た
ち
は
、
日
常
生
活
の
中

で
、
例
え
ば
、
本
を
読
ん
だ
り
話
を
聞
い
た
り
し
て
い
る
と
き
に
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
「
オ
ヤ
？
」「
オ
カ
シ
イ
ゾ
。」「
ホ
ン
ト
ニ
？
」
な
ど
と
疑
問
に
思
う

こ
と
が
あ
る
。
そ
の
と
き
、
心
の
中
の
セ
ン
サ
ー
に
引
っ
か
か
る
こ
と
を
そ
の

ま
ま
に
し
て
お
か
ず
に
、
そ
れ
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
「
問
題
意

識
」
が
生
じ
、
そ
の
問
題
を
分
析
し
て
い
こ
う
と
す
る
こ
と
が
論
理
的
に
考
え

る
こ
と
の
芽
な
の
で
あ
る
。
私
た
ち
は
論
理
の
基
盤
に
あ
る
右
の
よ
う
な
セ
ン

サ
ー
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

一　

論
理
の
基
盤
に
あ
る
も
の

　

世
間
で
は
、
よ
く
「
彼
の
話
は
頭
で
は
わ
か
る
が
、
ど
う
も
腑
に
落
ち
な	

い
。」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

　

つ
ま
り
、「『
論
理
』（
理
性
）
と
し
て
は
理
解
で
き
る
が
、『
実
感
』（
感
性
）

と
し
て
は
、
ど
う
も
納
得
が
い
か
な
い

0

0

0

0

0

0

0

。」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

私
た
ち
の
「
納
得
の
い
く
」
わ
か
り
方
と
い
う
の
は
、

　
　

理
性
（
論
理
）
＋
感
性
（
実
感
・
イ
メ
ー
ジ
）

な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
実
感
」
や
「
イ
メ
ー
ジ
」
は
、
私
た
ち
の
生
活
体
験

か
ら
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
大
山
圭
湖
氏
（
東
京
、
大
田
区
立
大
森
第
三
中
学

校
）
は
、
文
章
を
読
む
と
き
に
も
、
論
理
の
基
盤
に
は
感
性
が
あ
る
と
し
て
、	

「
実
感
」
と
い
う
も
の
の
重
要
性
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
（
大
山
圭
湖	

「
論
理
的
思
考
力
を
育
て
る
説
明
文
の
読
み
と
は
」〈「
国
語
の
授
業
」
№
202	

二
〇
〇
七
年
十
月
号
、
一
光
社
、
PP.	

22-

27
〉）。

　
「
…
…
ま
た
、
読
ん
で
い
る
う
ち
に
、
こ
の
筆
者
の
考
え
方
は
好
き
じ
ゃ

な
い
と
、
感
じ
る
こ
と
も
多
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
好
き
じ
ゃ
な
い

と
い
う
感
情
に
は
、
今
ま
で
自
分
が
大
切
に
し
て
き
た
全
て
の
こ
と
が
反
映

し
て
い
る
わ
け
で
す
。
授
業
の
中
で
も
、
子
ど
も
た
ち
が
教
材
文
を
読
み
な

「
論
理
的
に
考
え
る
能
力
」
を
ど
う
鍛
え
る
か

東
京
学
芸
大
学
・
創
価
大
学
名
誉
教
授　

井い
の

上う
え　

尚し
ょ
う

美び　

提言
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こ
の
モ
デ
ル
は
最
近
で
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
簡
単
に
説
明
す
る
と
次

の
図
の
よ
う
に
な
る
。（
こ
れ
を
「
三
角
ロ
ジ
ッ
ク
」
と
呼
ぶ
人
も
あ
る
。）

　

よ
く
「
事
実
と
意
見
を
区
別
せ
よ
。」
と
い
わ
れ
る
が
、「
事
実
」
と
は
、
論

者
が
あ
る
一
つ
の
立
場
か
ら
自
説
を
立
証
す
る
根
拠
と
し
て
取
り
上
げ
た
事
例

（
デ
ー
タ
）
で
あ
り
、「
理
由
」（
デ
ー
タ
・
事
例
の
解
釈
）
と
は
区
別
す
べ
き
で

あ
る
。
つ
ま
り
、「
事
実
（
デ
ー
タ
）
と
理
由
と
意
見
」
と
い
う
三
本
柱
で
論
じ

る
べ
き
な
の
で
あ
る
。（「
事
実
と
意
見
」
と
い
う
場
合
に
は
、「
理
由
」
は
「
意

見
」
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。〈
例　
「
Ａ
君
は
成
績
が
い
い
か
ら
学

級
委
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
。」
―
―
つ
ま
り
、「
成
績
の
よ
い
者
は
学
級
委
員

と
し
て
適
任
だ
。」と
い
う
理
由
づ
け
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
右
図
の
よ

う
に
三
本
柱
に
す
れ
ば
、
隠
れ
て
い
た
「
理
由
」
が
表
面
化
し
、
そ
の
是
非
が

容
易
に
論
じ
ら
れ
る
。〉）

　
■「
但
し
書
き
」
の
三
項
目
（「
理
由
の
裏
づ
け
」「
反
証
」「
限
定
」）

　

と
こ
ろ
が
、
ト
ゥ
ル
ミ
ン
は
、
そ
れ
に
加
え
て
さ
ら
に
三
項
目
を
立
て
て
い

る
（
も
と
も
と
彼
が
こ
の
モ
デ
ル
を
考
え
た
の
は
、
三
段
論
法
の
不
十
分
さ
に

対
す
る
批
判
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
が
こ
の
残
り
の
三
項
目
に
表
れ
て
い
る
の
で

三　

ト
ゥ
ル
ミ
ン
の
論
証
モ
デ
ル

　
「
三
段
論
法
」
な
ど
で
知
ら
れ
て
い
る
「
形
式
論
理
学
」
の
世
界
で
は
、
い

わ
ゆ
る
「
説
得
」
の
必
要
は
な
い
。
た
だ
「
証

明
」
す
れ
ば
、
そ
れ
で
万
事
終
わ
り
な
の
で
あ

る
。

　

し
か
し
、
日
常
的
な
議
論
の
場
で
は
、
議
論

の
展
開
の
仕
方
次
第
で
、
相
手
が
納
得
し
た
り

拒
否
し
た
り
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

相
手
を
納
得
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な

論
拠
に
基
づ
き
、
ど
の
よ
う
な
論
を
組
み
立
て
る
か
が
大
き
な
問
題
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
議
論
の
構
造
に
つ
い
て
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
イ
ギ
リ
ス

の
分
析
哲
学
者
ト＊

ゥ
ル
ミ
ン
（T

oulm
in,	S.

）
の
提
唱
し
た
モ
デ
ル
で
あ
る
。

＊
彼
の
名
前
は
ト
ゥ
ル
マ
ン
と
発
音
す
る
よ
う
だ
が
、
日
本
で
は
多
く
の
専
門
家
が

ト
ゥ
ル
ミ
ン
と
表
記
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
従
っ
た
。（
つ
い
で
な
が
ら
、
た
び
た

び
来
日
し
て
Ｎ
響
の
指
揮
を
し
て
い
る
ア
ン
ド
レ
・
プ
レ
ビ
ン
も
、
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ

ス
ト
だ
っ
た
若
い
頃
に
は
、
プ
レ
バ
ン
と
ア
メ
リ
カ
で
は
発
音
さ
れ
て
い
た
。）

　

彼
は
一
九
五
八
年
に
『
議
論
の
用
法
』
と
い
う
本
を
出
版
し
た
が
、
私
は
数

年
後
に
そ
れ
を
入
手
し
て
、
な
か
な
か
お
も
し
ろ
い
と
思
い
、
児
童
言
語
研
究

会
（
児
言
研
）
の
機
関
誌
に
紹
介
し
た
（「
論
証
の
構
造
」
児
童
言
語
研
究
会

編
「
国
語
教
育
研
究
」
№
６
、一
光
社
、
一
九
六
五
年
。
ま
た
、
著
書
の
中
で

は
「
言
語
と
論
理
」
鈴
木
治
・
福
沢
周
亮
・
井
上
尚
美
編
『
国
語
科
に
お
け
る

思
考
の
発
達
』
一
九
七
二
年
、
明
治
図
書
、
第
Ⅱ
章
）。
こ
れ
は
、
少
な
く
と
も

日
本
の
国
語
教
育
界
で
は
最
初
の
も
の
で
あ
る
。

　
■
教
育
界
の
動
き

　

教
育
の
内
容
を
変
え
よ
う
と
す
る
な
ら
、
法
改
正
よ
り
も
、
入
試
や
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
の
問
題
の
傾
向
を
変
え
る
ほ
う
が
手
っ
取
り
早
く
一
般
に

浸
透
す
る
の
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
危
険
も
伴
う
。

　

日
本
の
教
育
界
は
、
と
か
く
、
教
育
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
強
く
影
響
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
。
そ
し
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
物
事
を
わ
か
り
や
す
く
二
分
法	

的
（
善
玉
―
悪
玉
）
に
述
べ
る
こ
と
が
多
い
（「
ゆ
と
り
教
育
か
詰
め
込
み
か
」

な
ど
）。
い
わ
ゆ
る
「
新
学
力
観
」
に
つ
い
て
も
、つ
い
昨
日
ま
で
「
旧
い
（
？
）

学
力
観
」
を
唱
え
て
い
た
人
が
、
何
の
弁
明
も
な
く
、
今
日
は
「
新
し
い
学
力

観
」
を
説
く
、
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

　

私
は
か
ね
が
ね
、
こ
う
い
う
現
象
を
苦
々
し
く
思
っ
て
い
る
一
人
で
あ
る
が
、

今
回
も
ま
た
、
す
ぐ
に
「
Ｂ
問
題
だ
。」
と
か
「
デ
ー
タ
の
読
み
取
り
だ
。」
な

ど
と
、
そ
れ
だ
け
を
目
的
化
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
表
れ
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
能
力
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

そ
れ
だ
け
を
取
り
出
し
て
練
習
さ
せ
て
も
、
能
力
と
し
て
す
ぐ
身
に
つ
く
わ
け

で
は
な
い
。
大
体
、
教
育
と
い
う
仕
事
は
、
マ
ス
コ
ミ
で
騒
が
れ
る
よ
う
な
派

手
な
も
の
で
は
な
く
、
き
わ
め
て
地
味
な
仕
事
で
あ
る
。「
論
理
的
思
考
」能
力

と
い
う
も
の
も
、
毎
日
、
毎
時
間
の
授
業
の
中
で
、
先
生
と
生
徒
と
の
や
り
と

り
を
通
じ
て
、
少
し
ず
つ
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
く
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
鶴
田
清
司
氏
も
最
近
著
で
同
様
の
趣
旨
を
述
べ

て
い
る
（
鶴
田
清
司
『
対
話
・
批
評
・
活
用
の
力
を
育
て
る
国
語
の
授
業
―
―

Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
型
読
解
力
を
超
え
て
―
―
』
二
〇
一
〇
年
、
明
治
図
書
、
PP.	

22-

24
）。

二　

Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
ど
う
考
え
る
か

　

私
は
三
十
年
以
上
前
か
ら
、
国
語
教
育
の
中
で
の
「
論
理
的
思
考
」
指
導
の

重
要
性
を
訴
え
、「
言
語
論
理
教
育
」
と
い
う
も
の
を
提
唱
し
て
き
た
。
そ
し
て

そ
の
一
環
と
し
て
、
ト
ゥ
ル
ミ
ン
の
モ
デ
ル
を
紹
介
し
た
り
、「
一
般
意
味
論
」

を
国
語
の
授
業
に
導
入
し
た
り
し
て
き
た
（
い
ず
れ
も
後
述
）。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
当
時
は
私
の
よ
う
な
主
張
は
き
わ
め
て
少
数
派
に
す

ぎ
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
一
九
九
〇
年
代
の
終
わ
り
頃
か
ら
潮
目
は
明
ら
か
に
変
わ
り
、	

右
の
よ
う
な
考
え
が
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、	

①
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
と
い
う
考
え
の
浸
透
と
、
②
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
「
読
解

リ
テ
ラ
シ
ー
」
と
い
う
考
え
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ど
ち
ら
も
論
理
や
批
判
的

思
考
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

特
に
、「
読
解
リ
テ
ラ
シ
ー
」
重
視
の
表
れ
の
一
つ
と
し
て
、
公
立
高
校
の
入

試
問
題
の
傾
向
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

平
成
二
十
二
年
十
二
月
三
十
日
付
の
「
読
売
新
聞
」
朝
刊
に
は
、「『
応
用
力
』

問
う
高
校
入
試
」
と
い
う
見
出
し
で
、「
昨
今
の
高
校
入
試
で
は
、
図
や
世
論

調
査
の
結
果
を
も
と
に
、
生
徒
自
身
の
考
察
力
を
見
る
問
題
が
目
だ
つ
よ
う
に

な
っ
た
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、公
立
高
校
入
試
に
出
た
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ

型
の
問
題
例
が
い
く
つ
か
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
何
か
の

調
査
結
果
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
の
グ
ラ
フ
な
ど
を
示
し
、
デ
ー
タ
を
読
み
取
る

力
を
問
う
た
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
自
分
の
考
え
を
書
か
せ
た
り
す
る
、
と
い

う
よ
う
な
問
題
で
あ
る
。

意
見
・
主
張

理
由
づ
け

（
例
）

デ
ー
タ
・
事
例

彼
は
五
百
メ
ー
ト
ル
泳
げ
る
。

本
校
の
水
泳
部
員
は
全
員

五
百
メ
ー
ト
ル
泳
げ
る
。

彼
は
本
校
の
水
泳
部
員
で
あ
る
。
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の
生
徒
は
こ
う
い
う
性
格
だ
。」
と
断
定
し
て
し
ま
う
よ
う
な
例
（
早
ま
っ
た

一
般
化
）
は
、
教
師
の
間
で
も
時
折
見
か
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
生
徒
が
自
分
自
身
に
固
定
観
念
を
も
っ
て
い
て
、
教
師
が
そ
れ
を
ど

ん
な
に
解
き
ほ
ぐ
そ
う
と
し
て
も
、「
ど
う
せ
僕
は
頭
が
悪
い
か
ら
。」「
ど
う
せ

私
は
だ
め
な
人
間
だ
か
ら
。」
と
、
自
分
で
自
分
に
貼
っ
た
レ
ッ
テ
ル
（
誤
っ
た

地
図
）
か
ら
脱
け
出
せ
な
い
で
い
る
と
い
う
こ
と
も
、
生
徒
指
導
や
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
や
っ
て
い
て
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
う
い
う
と
き
に
は
、「
君
は
だ
め
な
人
間
な
の
で
は
な
い
。
試
験
に
二
回
失

敗
し
た
だ
け
だ
。」
と
、
事
実
に
即
し
て
自
分
を
客
観
的
に
眺
め
さ
せ
る
の
も
、

一
般
意
味
論
を
身
に
つ
け
た
教
師
な
ら
で
き
る
わ
け
で
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
も
使
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

教
育
出
版
で
は
、
以
前
、
こ
の
理
論
の
入
門
と
し
て
、
井
上
の
『
も
の
の
見

方
と
言
葉
』（
第
三
学
年
）
と
い
う
教
材
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
教
材
は
、今

後
も
っ
と
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
伝
え
る
情
報
に
つ
い
て
、
吟
味
・
批
判
す
る
た

め
に
必
要
な
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。

　

①
善
玉
―
悪
玉
的
な
二
分
法
に
よ
る
割
り
切
り
方
に
注
意
す
る
。

　

②
表
現
の
「
色
づ
け
」
や
、「
レ
ッ
テ
ル
貼
り
」
に
注
意
す
る
。

　

③
ニ
ュ
ー
ス
ソ
ー
ス
（
記
事
の
出
所
）
は
ど
こ
か
。
ど
う
い
う
立
場
や
観
点

か
ら
書
か
れ
た
も
の
か
を
考
え
る
。

　

④
ニ
ュ
ー
ス
や
記
事
の
大
き
さ
の
バ
ラ
ン
ス
は
適
切
か
。（
偏
り
は
な
い
か
、

ど
ち
ら
側
の
情
報
量
の
ほ
う
が
多
い
か
、
を
考
え
る
。）

　

⑤
こ
の
情
報
で
誰
が
得
を
し
、
誰
が
損
を
す
る
か
、
を
考
え
る
。

掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
教
科
書
に
は
、
論
理
の
誤
り
や

極
端
な
論
は
載
せ
ら
れ
な
い
か
ら
、
ど
う
し
て
も
「
蒸
留
水
」
の
よ
う
な
も
の

に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
を
鍛
え
る
た
め
に
は
、
む
し

ろ
、
投
書
や
広
告
な
ど
で
見
か
け
る
こ
と
の
あ
る
、
論
理
の
誤
り
や
飛
躍
の
あ

る
文
章
や
、
偏
り
の
あ
る
情
報
を
分
析
さ
せ
る
ほ
う
が
、
よ
い
訓
練
に
な
る
。

　

一
方
、
日
本
社
会
の
現
状
を
眺
め
る
と
、
政
治
家
の
発
言
や
、
マ
ス
コ
ミ
の

世
論
操
作
か
ら
振
り
込
め
詐
欺
に
い
た
る
ま
で
、「
言
葉
の
魔
術
」
が
横
行
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
被
害
を
受
け
た
人
々
、
ま
た
、
そ
の
魔
術
を
巧
妙
に
使
っ

て
利
益
を
得
た
り
悪
事
を
は
た
ら
い
た
り
す
る
人
々
が
大
勢
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
言
葉
の
誤
用
・
悪
用
を
分
析
し
・
暴
き
、
正
し
い
使
い
方
を
目

ざ
し
て
い
る
理
論
の
一
つ
に
、「
一
般
意
味
論
」
が
あ
る
。（
詳
し
く
は
、〈
井
上

尚
美
・
福
沢
周
亮
『
国
語
教
育･

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
一
般
意
味
論
』
一
九
九
六

年
、
明
治
図
書
〉
を
参
照
し
て
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。）

　

こ
の
理
論
は
、
一
九
三
三
年
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
ア
メ
リ
カ
人
の
コ
ー
ジ
ブ
ス

キ
ー
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
。
そ
の
根
本
原
理
は
ご
く
簡
単
で
あ
り
、
次
の
一

言
で
表
さ
れ
て
い
る
。

　
　
「
地
図
は
現
地
で
は
な
い
。」（M

ap	is	not	the	territory.

）

　

こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
比
喩
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、「
言
葉
な
ど

の
記
号
（
シ
ン
ボ
ル
）
は
、
物
事
そ
の
も
の
で
は
な
い
。」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
一
般
意
味
論
」
の
全
て
の
規
則
は
こ
こ
か
ら
派
生
す
る
。

　

学
校
生
活
の
中
で
も
、
意
味
論
的
分
析
の
対
象
と
な
る
よ
う
な
事
例
に
出
合

う
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
例
え
ば
、
あ
る
生
徒
の
二
つ
か
三
つ
の
言
動
か
ら
「
こ

　

添
加
（
そ
の
う
え
、
ま
た
）

　

限
定
（
〜
ば
か
り
、
〜
だ
け
、
た
だ
し
）

　

確
実
度
（
た
ぶ
ん
、
き
っ
と
、
必
ず
）

　

反
論
の
先
取
り
（
な
る
ほ
ど
〈
た
し
か
に
・
あ
る
い
は
〉
〜
で
は
あ
る
が
）

な
ど
が
あ
っ
た
。

　

右
の
よ
う
な
、
小
学
生
に
と
っ
て
難
し
い
語
は
、
①
現
実
に
は
な
い
よ
う
な

状
況
を
想
定
し
た
り
、
②
視
点
を
変
え
た
り
、
③
相
手
の
立
場
に
た
っ
て
考
え

た
り
す
る
こ
と
が
難
し
い
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
中
学
生
と
も
な
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
語
を
適
切
に
使
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
自
分
の
発
言
の
正
確
さ
に
対
し
て
自
覚
的
に
な
り
、
発
言
の
及
ぶ
範
囲
を

限
定
し
た
り
、
相
手
か
ら
の
反
論
を
あ
ら
か
じ
め
想
定
し
て
、
先
手
を
打
っ
て

そ
の
反
論
へ
の
対
策
を
述
べ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、

「
話
し
合
い
」
の
内
容
を
い
っ
そ
う
深
め
る
の
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、こ
れ
ら
の
語
は
、教
師
の
発
問
に
も
応
用
で
き
る
。
例
え
ば
、子
ど
も

の
不
十
分
な
応
答
に
対
し
て
、
さ
ら
に
突
っ
込
ん
で
、
理
由
の
裏
づ
け
を
求
め

た
り
、
そ
の
答
え
が
ど
う
い
う
場
合
に
妥
当
す
る
か
・
し
な
い
か
を
考
え
さ
せ

た
り
、反
証
や
反
対
の
例
を
考
え
さ
せ
た
り
す
る
と
い
う
よ
う
に
、二
の
矢
、三

の
矢
を
放
て
ば
、
生
徒
に
行
き
届
い
た
論
を
さ
せ
る
う
え
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
教
育
出
版
の
新
し
い
教
科
書
で
は
、
第
二
学
年
の「
書
く
こ
と
」の
教

材
で
「
三
角
ロ
ジ
ッ
ク
」
と
し
て
、
ト
ゥ
ル
ミ
ン
・
モ
デ
ル
が
扱
わ
れ
て
い
る
。

四　

メ
デ
ィ
ア
教
育
―
―
教
材
開
発
の
必
要
性
と
「
一
般
意
味
論
」

　

最
近
の
教
科
書
に
は
、
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
を
意
識
し
た
教
材
が
多
く

あ
る
）。
私
が
初
め
て
こ
の
モ
デ
ル
を
紹
介
し
た
時
、特
に
小
学
生
に
つ
い
て
は
、

あ
ま
り
複
雑
に
し
な
い
ほ
う
が
よ
い
と
考
え
、
先
の
三
項
目
（「
事
実
〈
デ
ー

タ
〉」「
理
由
」「
意
見
」）
だ
け
を
あ
げ
、
残
り
の
三
つ
は
「
但
し
書
き
」
と
し

て
一
括
し
た
ほ
う
が
わ
か
り
や
す
い
と
述
べ
て
お
い
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
モ
デ
ル
も
だ
い
ぶ
普
及
し
て
き
た
の
で
、
残
り
の
三
項
目
に

つ
い
て
も
、
生
徒
の
発
言
の
中
に
取
り
入
れ
て
い
く
よ
う
に
指
導
す
べ
き
だ
と

い
う
の
が
私
の
提
案
で
あ
る
。
残
り
の
三
項
目
と
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ア　
「
理
由
の
裏
づ
け
」
…
…
具
体
的
な
表
現
と
し
て
は
「
〜
に
よ
る
」。
前

ペ
ー
ジ
の
水
泳
部
の
例
で
い
え
ば
、「
水
泳
部
規
則
第
一
条
『
本
校
の
水
泳

部
は
、五
百
メ
ー
ト
ル
以
上
泳
げ
る
者
だ
け
を
部
員
と
し
て
認
め
る
。』
に

よ
る
。」（
実
際
に
は
ク
ラ
ブ
で
そ
ん
な
規
則
が
あ
る
は
ず
は
な
い
が
、
例

え
ば
の
話
。）

イ　
「
反
証
」
…
…
具
体
的
な
表
現
と
し
て
は
「
〜
で
な
い
限
り
」。
水
泳
部

の
例
で
い
え
ば
、「『
何
か
事
件
を
起
こ
し
て
除
名
さ
れ
』
な
い
限
り
」。

ウ　
「
限
定
」
…
…
具
体
的
表
現
と
し
て
は
、「
理
由
」
の
確
か
さ
・
強
さ
に

応
じ
て
、「
恐
ら
く
、
た
ぶ
ん
、
確
か
に
、
絶
対
に
」
な
ど
。

　
「
論
理
語
彙
」
の
使
用
の
頻
度
に
つ
い
て
、
小
学
校
四
年
生
の
あ
る
ク
ラ
ス

で
調
査
し
た
と
こ
ろ
、使
わ
れ
た「
論
理
語
彙
」の
う
ち
、
使
用
数
の
多
い
の
は
、

　

反
対
（
し
か
し
、
け
れ
ど
も
）、
理
由
（
な
ぜ
な
ら
）、
帰
結
（
だ
か
ら
）

な
ど
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
使
用
頻
度
の
少
な
い
論
理
語
と
し
て
は
、

　

条
件
・
仮
定
（
も
し
〜
な
ら
、
〜
と
い
う
と
き
は
）

　

選
択
（
そ
れ
と
も
、
ま
た
は
、
あ
る
い
は
）

　

転
換
（
さ
て
、
と
こ
ろ
が
）
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ア
イ

ア
イ

あ-

て
る

あ
ら
し

イお
そ-

れ
る

イな-

え
る

イ	イ	い
ば
ら

イ
ン	

イ
ン

み
だ-

ら

う
た

ウ
ツ	

エ
ン･

オ
ン	

タ
ン･

ダ
ン

タ
ン

ほ
こ
ろ-

び
る

チ	チ
ュ
ウ	

チ
ョ
ウ

は-

る
チ
ョ
ウ

あ
ざ
け-

る

チ
ョ
ク	

ツ
イ	

つ
め
・
つ
ま

つ
る

テ
イ

あ
き
ら-

め
る

デ
キ

お
ぼ-

れ
る

テ
ン	

トね
た-

む

トか-

け
る

ト
ウ

ふ
じ

ド
ウ

ひ
と
み

と
ち

エ
ン

エ
ン

つ
や

オ
ウ	

お
か

オ
ク	

お
れ

カ	ガ･

ゲ
き
ば

ガか
わ
ら

カ
イ	

カ
イ

つ
ぶ-

す･

つ
ぶ-

れ
る

カ
イ	

ガ
イ

が
け

ガ
イ

ふ
た

ガ
イ	

ト
ン	

ド
ン

む
さ
ぼ-

る

ど
ん
ぶ
り･

ど
ん

ナ	ナ	な
し

な
ぞ

な
べ

に
お-

う

に
じ

ネ
ン	

バの
の
し-

る

ハ
ク

は-

が
す･

は-

ぐ
・

は-

が
れ
る
・

は-

げ
る

は
し

ハ
ン	

ハ
ン	

ハ
ン

か
き

ガ
ク

あ
ご

カ
ツ

く
ず

か
ま

か
ま

カ
ン	

ガ
ン	

キ	キか
め

キ	キ	キ
ュ
ウ

う
す

キ
ュ
ウ

か-

ぐ
キ
ン	

キ
ン

わ
ず-

か

ハ
ン	

ビ･

ミ
ま
ゆ

ひ
ざ

ひ
じ

フ	フ	ヘ
イ	

ヘ
イ

も
ち

ヘ
キ	

ベ
ツ

さ
げ
す-

む

ホ	ホ
ウ

は
ち

ボ
ウ	

ほ
お

ボ
ク	

ボ
ツ	

マ
イ	

ま
く
ら

キ
ン

に
し
き

グく
し

ク
ツ	

く
ま

ケ
イ

も
う-

で
る

ケ
イ	

ケ
イ	

ゲ
キ

す
き

け
た

ケ
ン

こ
ぶ
し

ケ
ン

か
ぎ

ゲ
ン	

コま
た

コと
ら

ミ
ツ	

メ
イ･

ミ
ョ
ウ	

メ
ン	

ヤ	やや
み

ユ	ユ
ウ

わ-

く
ヨ
ウ

あ
や-

し
い

ヨ
ウ	

ヨ
ク	

ラ	ラ
ツ

	

ラ
ン

あ
い

リ	リ
ツ	

リ
ョ	

リ
ョ
ウ	

コ	コ
ウ	

コ
ウ	

コ
ウ

の
ど

こ-

う
ゴ
ウ	

こ
ま

こ
ろ

コ
ン

あ
と

サ	ザ	サ
イ	

サ
イ･
ソ
ク

ふ
さ-
ぐ･
ふ
さ-

が
る

さ
い

サ
ク	

ル	ロ	ロ	ロ
ウ

も
て
あ
そ-

ぶ

ロ
ウ

か
ご･

こ-

も
る

ロ
ク

ふ
も
と

わ
き

シ
ャ
ク

ス
イ

つ
む

セ
ン	

チ
ョ
ウ

	

も
ん
め

サ
ツ･

セ
ツ	

サ
ツ	

ザ
ン

き-

る
シ	シ	ジえ

さ･

え

し
か･

か

シ
ツ

し
か-

る

シ
ツ	

シ
ュ

は-

れ
る･

は-

ら
す

ジ
ュ

の
ろ-

う

シ
ュ
ウ

そ
で

シ
ュ
ウ	

シ
ュ
ウ

け-

る
シ
ョ
ウ

あ
こ
が-

れ
る

■
追
加
さ
れ
た
音
訓

委　

ゆ
だ-

ね
る

育　

は
ぐ
く-

む

応　

こ
た-

え
る

滑　

コ
ツ

関　

か
か-

わ
る

館　

や
か
た

鑑　

か
ん
が-

み
る

混　

こ-

む

私　

わ
た
し

臭　

に
お-

う

旬　

シ
ュ
ン

伸　

の-

べ
る

振　

ふ-

れ
る

粋　

い
き

■
変
更
さ
れ
た
音
訓

側　

か
わ	

→	

が
わ

■
削
除
さ
れ
た
音
訓

畝
→
「
せ
」
を
削
除
。

疲
→
「
つ
か-

ら
す
」
を
削
除
。

浦
→
「
ホ
」
を
削
除
。

■
追
加
さ
れ
た
付
表
の
語

鍛
冶　

か
じ

固
唾　

か
た
ず

尻
尾　

し
っ
ぽ

■
変
更
さ
れ
た
付
表
の
語

「
一
言
居
士
」
→
「
居
士
」
に
変
更
。

「
五
月
晴
れ
」
→
「
五
月
」
に
変
更
。

「
お
母
さ
ん
」
→
「
母
さ
ん
」
に
変
更
。

「
お
父
さ
ん
」
→
「
父
さ
ん
」
に
変
更
。

「
海
女
」　　

→
「
海
女
、
海
士
」
に
変
更
。

逝　

い-
く

拙　

つ
た
な-
い

全　

す
べ-
て

創　

つ
く-

る

速　

は
や-

ま
る

他　

ほ
か

中　

ジ
ュ
ウ

描　

か-

く

放　

ほ
う-

る

務　

つ
と-

ま
る

癒　

い-

え
る
・
い-

や
す

要　

か
な
め

絡　

か
ら-

め
る

類　

た
ぐ-

い

老
舗　

し
に
せ

真
面
目　

ま
じ
め

弥
生　

や
よ
い

シ
ョ
ク

ふ-

く･

ぬ
ぐ-

う

し
り

シ
ン

	

ジ
ン	

ス	す
そ

セ
イ	

セ
イ	

セ
キ	

セ
キ	

セ
ン

い-

る
セ
ン

う
ら
や-

む･

う
ら
や-

ま
し
い

セ
ン	

セ
ン	

セ
ン	

ゼ
ン	

ソね
ら-

う

ソさ
か
の
ぼ-

る

ソ
ウ･

ゾ	

ソ
ウ

さ
わ-

や
か

ソ
ウ

や-

せ
る

ソ
ウ	

ソ
ク

と
ら-

え
る

ソ
ン	

タ	ダつ
ば

タ
イ	

タ
イ	

だ
れ

削
除
さ
れ
た
漢
字

改
定
さ
れ
た
「
常
用
漢
字
表
」
に
つ
い
て

改
定
さ
れ
た
「
常
用
漢
字
表
」
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日
に
、「
常
用
漢
字
表
」
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
現
場
で
は
平
成
二
十
四

年
度
か
ら
、
こ
の
改
定
さ
れ
た
「
常
用
漢
字
表
」
に
よ
る
漢
字
指
導
が
始
ま
り
ま
す
。（
な
お
、
平
成
二
十
三

年
度
ま
で
の
間
は
、
生
徒
や
地
域
の
実
態
に
応
じ
て
適
宜
、
指
導
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。）

　

本
誌
で
は
、
追
加
や
変
更
な
ど
の
あ
っ
た
漢
字
・
音
訓
・
付
表
の
語
に
つ
い
て
、
次
に
ま
と
め
ま
し
た
。

追
加
さ
れ
た
漢
字
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の
つ
な
が
り
」
を
意
識
し
、
中
学
校
で
初
め
て
学
習
す
る
行
書
に
接
続
す
る
指

導
展
開
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

二
指
導
の
展
開
例

三　

行
書
で
書
こ
う　

①
行
書
学
習
の
は
じ
め
に

〔
目
標
〕　　
　

楷
書
と
行
書
の
違
い
を
理
解
し
、
行
書
の
点
画
の
特
徴
な
ど
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
筆
圧
」
と
は
、
筆
記
具
か
ら
用
紙
に
加
わ
る
力
の
こ
と
で
あ
る
（　

は
、	

『
小
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
』
よ
り
）

　

ま
た
、
小
学
校
第
五
学
年
及
び
第
六
学
年
で
の
書
写
に
関
す
る
事
項
で
は
、

ウ	　

毛
筆
を
使
用
し
て
、
穂
先
の
動
き
と
点
画
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
て

書
く
こ
と
。

と
あ
る
。
い
ず
れ
も
、初
め
て
明
記
さ
れ
た
指
導
事
項
で
あ
る
。
こ
れ
は
、点
画

の
中
で
の
穂
先
だ
け
で
は
な
く
、
点
画
か
ら
点
画
へ
、
更
に
は
、
文
字
か
ら
文

字
へ
と
移
動
し
て
い
く
過
程
に
重
点
を
置
く
。
し
た
が
っ
て
、「
穂
先
の
動
き
」

と
「
点
画
の
つ
な
が
り
」
と
は
一
体
化
し
た
指
導
と
言
え
る
。（　

は
、『
小
学

校
学
習
指
導
要
領
解
説
』
よ
り
）

　

筆
圧
及
び
穂
先
の
動
き
と
点
画
の
つ
な
が
り
は
、
中
学
校
で
初
出
と
な
る
行

書
の
筆
使
い
を
指
導
す
る
に
あ
た
っ
て
も
、
深
く
関
連
の
す
る
指
導
事
項
と
言

え
る
。
行
書
で
は
、
次
の
画
へ
そ
し
て
次
の
文
字
へ
つ
な
が
る
よ
う
な
気
持
ち

で
筆
を
運
ぶ
。
気
持
ち
の
つ
な
が
り
は
筆
脈
を
表
し
て
お
り
、
特
に
行
書
で
は

そ
れ
を
生
か
し
て
書
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
例
え
ば
、
横
画
や
縦
画
な
ど
同

じ
よ
う
な
点
画
が
並
ぶ
際
に
は
、
筆
脈
に
よ
り
、
穂
先
の
動
き
が
線
と
な
っ
て

一
画
め
の
終
筆
に
表
れ
る
。
こ
れ
に
は
「
筆
圧
」
の
変
化
が
関
連
す
る
。
次
の

画
の
始
筆
へ
と
気
持
ち
が
つ
な
が
る
よ
う
に
、「
止
め
」
が
「
払
い
」
に
変
わ
る
。

　

本
稿
で
は
、
小
学
校
で
学
習
し
て
き
た
「
筆
圧
」
と
「
穂
先
の
動
き
と
点
画

一
は
じ
め
に

　

新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
書
写
が
「
言
語
事
項
」
と
し
て
の
指
導
事
項
か
ら
、

「
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
」
と
し
て
の
指
導
事
項

に
な
っ
た
。

　

中
学
校
第
一
学
年
で
の
書
写
に
関
す
る
事
項
に
お
い
て
は
、

イ　

漢
字
の
行
書
の
基
礎
的
な
書
き
方
を
理
解
し
て
書
く
こ
と
。

　
「
漢
字
の
行
書
の
基
礎
的
な
書
き
方
」
と
は
、…（
略
）…
行
書
の
特
徴
を
伝
統

的
な
文
字
文
化
と
し
て
理
解
し
て
書
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
字
形
の
整
え

方
、
運
筆
の
際
の
筆
圧
の
か
け
方
、
点
画
の
つ
な
が
り
な
ど
を
身
に
付
け
さ
せ

る
た
め
に
、
毛
筆
の
活
用
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
生
徒
自
身
が
行

書
の
特
徴
に
気
付
き
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
こ
れ
ら
の
特
徴
を
生
か
し
た
書
き

方
が
で
き
る
の
か
を
考
え
る
よ
う
な
、
主
体
的
な
学
習
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
配

慮
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。（　

は
、『
中
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
』
よ
り
）

　

一
方
、
小
学
校
第
三
学
年
及
び
第
四
学
年
で
の
書
写
に
関
す
る
事
項
に
お
い

て
は
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

ウ	　

点
画
の
種
類
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
毛
筆
を
使
用
し
て
筆
圧
な
ど

に
注
意
し
て
書
く
こ
と
。

小
・
中
学
校
関
連
指
導
の
提
案

―
―
行
書
導
入
教
材
を
中
心
と
し
て

大
東
文
化
大
学
講
師　

渕ふ
ち

脇わ
き　

貴た
か

子こ　

書写

学
習
活
動

①
目
標
把
握

●
本
時
の
目
標
を
知
る
。

●
行
書
で
書
か
れ
る
文
字
に
は
、

点
画
の
変
化
が
多
く
見
受
け

ら
れ
る
こ
と
を
知
る
。
ま
た
、

筆
脈
に
よ
っ
て
穂
先
の
動
き

が
表
れ
る
線
が
あ
る
こ
と
を

知
る
。

②
試
書

　
『
未
』
一
・
二
画
め
の
横
画
を

書
く
。

●
教
科
書
の
朱
墨
の
濃
い
部
分

と
筆
圧
の
変
化
に
注
目
し
、

試
書
と
比
較
し
て
気
付
い
た

点
を
試
書
に
記
入
す
る
。

●
行
書
で
は
、
筆
圧
の
変
化
が

楷
書
よ
り
も
顕
著
に
な
る
こ

と
を
知
る
。

指
導
・
支
援
の
展
開
と
留
意
点

○
教
科
書
25
ペ
ー
ジ
の
「
未
知
」
を
見
る
よ
う
に
指
示
し
、

既
習
事
項
は
、
楷
書
で
あ
る
こ
と
を
確
認
さ
せ
る
。

○
点
画
の
形
の
変
化
を
知
ろ
う
。

○
筆
脈
に
つ
い
て
知
ろ
う
。

○
行
書
の
横
画
の
筆
使
い
を
知
ろ
う
。

○
教
科
書
の
『
未
知
』
を
見
て
、
楷
書
と
行
書
を
比
較
す

る
よ
う
促
し
、
ど
の
よ
う
に
違
っ
て
い
る
か
気
づ
か
せ

る
。
考
え
よ
う
参
照
。

○
特
に
『
未
』
一
・
三
・
五
画
め
の
終
筆
、『
知
』
一
・
二

画
め
の
連
続
、
二
・
四
画
め
の
終
筆
に
注
目
す
る
よ
う

に
促
す
。

○
終
筆
の
変
化
は
、
筆
脈
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
穂

先
の
動
き
が
線
と
し
て
表
れ
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
伝

え
る
。

○『
未
』
五
画
め
の
変
化
（
右
払
い
→
止
め
→
小
さ
な
は

ね
）
に
つ
い
て
は
、
次
の
字
『
知
』
に
向
か
お
う
と
す

る
筆
脈
に
よ
る
変
化
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

○
教
科
書
を
見
ず
に
、『
未
』一
画
め
か
ら
二
画
め
へ
つ
な

げ
る
よ
う
な
気
持
ち
で
書
く
よ
う
に
指
示
す
る
。

○
教
科
書
26
ペ
ー
ジ
を
開
き
、
行
書
の
『
未
知
』
に
注
目

さ
せ
る
。

○
穂
先
の
動
き
は
朱
墨
の
濃
い
部
分
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。

○
筆
脈
が
表
れ
る
一
画
め
の
終
筆
か
ら
二
画
め
の
始
筆
に

向
か
う
線
で
は
、
筆
圧
の
変
化
に
よ
り
、
徐
々
に
細
く

な
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
る
。
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三
終
わ
り
に

　

中
学
生
に
な
り
、
書
写
の
授
業
に
お
い
て
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る
と
、
行

書
の
学
習
に
は
興
味
が
あ
る
生
徒
は
大
変
多
い
。
回
答
す
る
中
で
、
行
書
と
い

う
用
語
は
知
ら
な
く
て
も
、
つ
づ
け
字
ま
た
は
く
ず
し
た
字
と
い
う
言
葉
で
中

学
生
な
り
に
表
現
し
て
い
る
。
楷
書
は
、
一
点
一
画
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
点

画
の
変
化
が
な
く
、
筆
圧
の
変
化
が
目
立
ち
に
く
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
行
書

は
点
画
の
変
化
が
多
く
そ
れ
に
気
づ
き
や
す
く
、
自
分
で
も
書
い
て
確
か
め
て

み
た
い
と
思
う
の
だ
ろ
う
。
興
味
・
関
心
を
減
退
さ
せ
る
こ
と
な
く
行
書
の
学

習
に
取
り
組
ん
で
い
く
に
は
、
単
元
導
入
の
時
間
は
大
変
重
要
で
あ
る
。

　

一
方
、
小
学
校
で
既
習
の
事
項
と
な
る
「
点
画
の
つ
な
が
り
」
や
「
筆
圧
」

は
、
行
書
学
習
の
は
じ
め
で
筆
使
い
を
確
認
す
る
際
に
、
特
に
有
効
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
毛
筆
は
、
試
書
及
び
練
習
の
場
面
に
お
い
て
の
み

使
用
し
、
書
写
の
日
常
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
活
用
の
場
面
で
は
硬
筆
を
使
用

し
た
。
次
時
の
行
書
第
一
教
材
『
大
木
』
以
降
は
、
毛
筆
を
使
用
し
行
書
の
さ

ま
ざ
ま
な
筆
使
い
を
学
習
し
て
い
く
。
毛
筆
と
り
わ
け
大
筆
を
多
く
用
い
る
こ

と
に
よ
り
、
筆
圧
の
変
化
へ
の
理
解
が
深
ま
る
か
ら
で
あ
る
。

　

自
ら
書
く
文
字
そ
し
て
身
の
ま
わ
り
の
文
字
に
、
興
味
・
関
心
を
持
ち
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
授
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

編
集
後
記

　
「
道
標
」
二
〇
一
一
年
春
（
第
二
十
二
）
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い
た
新
版
教
科
書
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

本
誌
で
は
、
平
成
二
十
四
年
度
版
『
伝
え
合
う
言
葉　

中
学
国
語
』『
中
学
書

写
』
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
新
版
教

科
書
の
特
長
の
一
部
を
示
す
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
、
見
本
本
を
お

手
に
と
っ
て
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　

編
集
部
で
は
、
先
生
が
た
か
ら
の
「
実
践
授
業
報
告
」「
教
材
提
案
」
な
ど
を

随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。「
道
標
」
誌
上
や
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
な
ど
で
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

絵
画
・
写
真

佐
藤
真
海
／
岩
波
書
店
／
中
村
匡
男
／
小
林
敏
也
／
日
光
東
照
宮
／
ア
マ
ナ
イ
メ
ー

ジ
ズ
／
つ
だ
か
つ
み
／
㈶
林
原
美
術
館
／
京
都
市
美
術
館
／
三
時
知
恩
寺
門
跡
／
京

都
国
立
博
物
館

　

佐
藤
真
海
先
生
の
直
筆
サ
イ
ン
入
り
の
著
書
『
夢
を
跳
ぶ
―
―
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
ア
ス
リ
ー
ト
の
挑
戦
』
を
、
抽
選
で
三
名
の
か
た
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
い

た
し
ま
す
。

　

官
製
は
が
き
に
、
お
名
前
、
ご
住
所
を
明
記
の
う
え
、
左
の
住
所
宛
お
送
り

く
だ
さ
い
。（
締
切
は
、
二
〇
一
一
年
五
月
末
日
消
印
有
効
。）

　

発
表
は
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
個
人
情
報
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
に
の
み
使
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
　

〒
一
〇
一-

〇
〇
五
一　

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
二-

一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
出
版
株
式
会
社	

中
学
国
語
編
集
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
道
標
」
二
〇
一
一
年
春
号
プ
レ
ゼ
ン
ト
係

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

③
練
習

●
穂
先
の
動
き
と
筆
圧
の
変
化

に
気
を
つ
け
て
筆
を
運
ぶ
よ

う
に
す
る
。

④
ま
と
め

●
楷
書
と
行
書
の
比
較
表
を
見

て
、
筆
使
い
で
気
づ
い
た
点

を
発
表
し
合
う
。

⑤
発
展

●
本
時
の
学
習
を
生
か
し
て
、

硬
筆
で
書
く
。

○
二
画
め
に
つ
な
が
る
よ
う
な
気
持
ち
で
筆
を
運
ぶ
こ
と
、

左
上
か
ら
軽
く
筆
を
入
れ
る
始
筆
を
意
識
し
て
書
く
よ

う
に
支
援
す
る
。

○
教
科
書
の
27
ペ
ー
ジ
を
開
き
、
○
印
の
あ
る
箇
所
以
外

で
気
づ
い
た
点
を
発
表
す
る
よ
う
に
指
示
す
る
。

○
楷
書
と
行
書
の
硬
筆
欄
に
『
未
知
』
を
鉛
筆
で
書
く
よ

う
に
指
示
す
る
。

○
行
書
の
欄
で
は
、
横
画
以
外
の
画
に
お
い
て
も
穂
先
の

動
き
や
、
点
画
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
て
書
く
よ
う
に

う
な
が
す
。
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